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町職員の給与と職員数の状況
友好都市提携30周年を迎えて
特定健診を受診しよう！
町の教育大綱を策定しました

主な内容

今今年年ののホホッッププはは上上出出来来でですすよよ！！

～～日日のの出出地地区区、、大大角角ささんんののホホッッププ畑畑ににてて～～
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88億780万88億780万円円
（前年比較9億7,791（前年比較 9億7,791万万円）円）

暫自主財源   23億1,587万円（ 3億7,469万円 ）
暫依存財源   64億9,193万円（ 6億　321万円 ）

（　）は前年比較

差引残額 2億9,916 万円
（前年比較  1億6,918 万円）

町民１人あた町民１人あたりり

789,159789,159円円
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歳入総額

一
般
会
計

金　額件数目　　的

216万円30ラベンダーを核としたまちづくりに

179万円14町立病院に

91万円9社会福祉事業推進に

54万円7ラベンダーハイツ施設整備に

101万円2公共施設の整備に

2万円3図書館の図書購入に

430万円1十勝岳地区の振興に

50万円5その他

1,123万円71合　計

皆さんからのご寄付は、次のとおり
活用させていただきました。寄付金

26.3％

平成25年度

24.8％( )

73.7％

平成25年度

75.2％ )(

特
集

分担金及び負担金　8,948万円（2,180万円 32.2％）
　　鴨保育料や在宅福祉サービス利用者負担金など　　

繰入金　6億2,041万円（4億1,457万円 201.4％）
　　鴨積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など

諸収入　3億527万円（907万円 3.1％）
　　鴨貸付金の返還金や雑収入など

使用料及び手数料 １億3,939万円（▲299万円 ▲2.1％）
　　鴨公共施設の使用料やごみ処理手数料など

寄付金・財産収入　2,498万円（▲191万円 ▲7.1％）
　　（寄付金の内訳は右下表）

町税　10億635万円（▲712万円 ▲0.7％）
　　鴨町民の皆さんが納めている税金（内訳は右下表）

繰越金 １億2,999万円（▲5,873万円 ▲31.1％）

地方交付税　29億9,167万円（▲6,420万円 ▲2.1％）
　　鴨使い道を限定されないお金で、国から国税の一定割合が交
　　　付されます

国庫支出金　13億5,910万円（5,197万円 4.0％）
　　鴨特定の事業に充てるため国から交付される補助金や負担金

町　債　　　14億2,400万円（6億3,970万円 81.6％）
　　鴨土木工事や建設工事などの財源として国や金融機関から
　　　借り入れるお金

道支出金　　3億6,602万円（▲2,757万円 ▲7.0％）
　　鴨特定の事業に充てるため北海道から交付される補助金や
　　　負担金

その他交付金など
　　　　　  2億3,321万円（941万円 4.2％）

地方譲与税　１億1,793万円（▲610万円 ▲4.9％）
　　鴨国税として徴収したものを一定の基準で国から町へ譲与
　　　されるお金

　総額3億3,092万円 （前年比較 9,078万円）
　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交付されています。
上の表の国庫支出金に含まれています。

（ 　 　9,374万円）1億2,142万円諮障害防止事業

　河川改修・砂防工事など

（　  ▲5,377万円）1,933万円諮民生安定施設整備事業　

　農業用施設設置事業

（ 　 ▲1,390万円）1億  274万円諮調整交付金事業

　上富良野小学校教育用機器、社会教育施設備品購入など

（　　  6,471万円）8,743万円諮防音関連維持費

　小・中学校と保育所の防音維持費

防衛省関係補助金

収入額  (前年比較)税　目

4億9,528万円（▲1,185万円）町　民　税

3億9,508万円（      868万円）固定資産税

8,711万円（▲   495万円）た ば こ 税

2,043万円（  　　83万円）軽自動車税

845万円（　　  17万円）入　湯　税

10億  635万円（▲   712万円）合　計

町税 (10億635万円÷人口・世帯)
　町民１人あたり      90,167円
　１世帯あたり　    193,678円

町税



議会費　8,565万円（15万円  0.2％）
　鴨議会運営、議会だより発行など

【１年間の借金返済額÷町の財政規模】

　全会計（一般会計・特別会計・企業会計）のロー

ン返済に支出された額の割合です。

　大黒柱（一般会計）の１年間の給料に対する１年

間のローン返済額（全会計）の割合で、返済額には

大黒柱自身のローンのほか、子ども（公営事業）や

親戚（広域連合など）のローンの大黒柱負担分など

も含まれます。

実質公債費比率

貨　広報かみふらの ２０１5.１０

上記の決算額には、給与費が含まれています。
給与費合計　9億1,148万円（▲848万円）

85億864万円
（前年比較 8億874万円）

町民１人あたり

762,355円

歳出総額

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に

より、決算に基づいて一般会計については健全化判

断比率（右下表）を、公営企業については資金不足比

率（P６）を算定し、公表することとなっています。

　各比率はすべて基準値を下回っており、健全段階

にあるといえますが、財政状況の実態は、経常的な

収入の8割強が経常的な支出（人件費・扶助費・公債

費）などに充てられ、また収入の７割強が国や北海

道から交付される依存財源で賄われていることか

ら、財政構造は柔軟性に乏しく、依然として厳しい

状況にあります。

　今後も健全な財政運営に向けて、歳入の確保、歳

出構造の見直しに努力していきます。

判断基準

平成25年度平成26年度健全化判断比率 財政再生
基準

早期健全
化基準

２０％15％
―

（3.0％黒字）
―

（6.0％黒字）
実質赤字比率

４０％２０％
―

（17.7％黒字）
―

（21.0％黒字）
連結実質赤字比率

３５％２５％15.9％14.3％実質公債費比率

なし３５０％56.7％68.7％将来負担比率

健全化判断比率の状健全化判断比率の状況況

【一般会計赤字額÷町の財政規模】

　町の最も主要な会計である一般会計が赤字と

なった場合の割合です。

　家庭で例えると、大黒柱（一般会計）の財布の状

況で、年間収支の赤字が１年間の給料に対して、

どのくらいの割合かを示すものです。

実質赤字比率

【全会計の赤字総額÷町の財政規模】

　一般会計だけでなく、特別会計や企業会計と

いった公営企業会計を含む全会計の赤字総額の割

合です。

　大黒柱（一般会計）の子ども（公営事業）が赤字を

抱えている場合、大黒柱の赤字でなくても、最終

的に責任を取らなければなりません。家族全体の

赤字が大黒柱の給料のどのくらいの割合かを示す

ものです。

連結実質赤字比率

（　）は前年比較

労働費　53万円（▲662万円  ▲92.6％）
　鴨労働者育成など

災害復旧費　0万円（▲3,438万円  ▲100.0％）
　鴨大雨による災害復旧など

民生費　13億2,169万円（4,955万円 3.9％）
　鴨高齢者・障がい者・子育て支援など

衛生費　8億3,816万円（3,357万円 4.2％）
　鴨ゴミ処理、上水道、健康推進など

総務費　15億4,233万円（▲7,660万円 ▲4.7％）
　鴨全般的な行政経費、交通安全など

教育費　16億9,950万円（4億7,290万円 38.6％）
　鴨学校、給食センター、スポーツ・文化振興など

公債費　7億6,404万円（▲1億3,110万円 ▲14.6％）
　鴨町が借りたお金の返済などど

商工費　2億1,992万円（▲1,356万円  ▲5.8％）
　鴨商工業、観光、企業誘致など

土木費　14億1,523万円（5億9,285万円 72.1％）
　鴨道路、河川、公園、公営住宅など

農林業費　6億2,159万円（▲7,802万円  ▲11.2％）
　鴨農林業振興、農業委員会活動など

＜健全化判断比率の年度別比較と判断基準＞

【(負債残高総額－積立金等総額)÷町の財政規模】

　家庭に例えると、１年間の給料に対して、ロー

ン総額がどのくらいあるかの割合です。大黒柱自

身のローンのほか、子ども（公営事業）や親戚（広

域連合など）のローン負担分も含まれますが、貯

金（基金）分は差し引いて考えます。

将来負担比率

うち給与費

1億1,753万円

うち給与費

3億5,029万円

うち給与費

7,518万円

うち給与費

1億5,777万円

うち給与費

8,292万円

うち給与費

7,274万円

うち給与費

3,053万円

うち給与費

2,452万円

特集 まちの台所事特集　まちの台所事情情



広報かみふらの ２０１5.１０　迦

平成26年度の主な事業
※一般会計予算の主な事業を、第５次総合計画

の「５つの暮らしづくり」の分類に基づきま

とめました

　障がい者自立支援　　　　　  事業費2億9,371万円

　　障がいのある方が自立した生活を営むため総合的な

支援を行いました。

　子育て支援　　　　　　　　  事業費3億4,852万円

　　子どもセンター、児童館を拠点とした子育て支援事

業や保育所の運営補助、ひとり親家庭の医療費、子ど

も手当の給付、子育て支援ゴミ袋の交付などのほか、

子育て世帯臨時特例給付金の交付を行いました。

　防災資機材倉庫整備　　　　　　 事業費3,492万円

　災害発生時の避難所運営

に必要な食料や水、毛布、発

電機、投光器、車いすなどの

防災資機材を備蓄するため

の倉庫を上富良野小学校敷

地内に建設しました。

　防災用自家発電設備整備　 　　　事業費9,180万円

　　災害対策の拠点となる町内４施設（役場・消防庁舎、

保健福祉総合センター、西小学校、公民館）に、停電時

の電源確保のため自家発電設備を整備しました。

　防災行政無線デジタル化更新　　　 事業費308万円

　　防災行政無線（移動系）のデジタル化に向け、電波伝

搬調査を実施しました。

　国営土地改良事業負担　　　  事業費1億2,671万円

　　しろがね地区土地改良事業の負担対策。

　中山間地域等直接支払事業    　　事業費9,441万円

　　傾斜がきついなど生産条件が不利な地域の安定した

営農を支援し、農村地域の持続や農地の保全につなげ

る事業で、地域と町の協定の下に進めています。

　農地・水保全管理支払交付金事業　 事業費1,446万円

　　地域が行う草刈りや土砂上げなど、農地や農業用排

水の保全管理のための共同活動に対して補助を行いま

した。

　

　東中中央地区道営経営体育成基盤整備  事業費6,236万円

　　区画整理46.9ha、用水路3,725ｍ、排水路3,018ｍ

　東中西地区道営経営体育成基盤整備  事業費1,898万円

　　区画整理46.9ha、用水路3,725ｍ、排水路3,018ｍ

　島津第２地区道営農業水利施設保全合理化

　　　　　　　　　　　　　　　　 事業費1,898万円

　　区画整理29.5ha、用水路測量試験

に安心しに安心してて

過ごせる暮ら　　過ごせる暮らしし
穏やか や地域や地域とと

つながりのある暮ら　　つながりのある暮らしし
人

　道路維持管理                　　  事業費2億3,361万円

　　安全、快適な道路網維持のため維持補修、側溝整備、

簡易舗装のほか、冬期間の除排雪を実施しました。

　道路整備                    　　　 事業費1億9,813万円

　　富町2丁目４番通りをはじめ日常生活を支える重要

な路線の改良舗装を行いました。

　橋りょう整備　　　　   　     事業費2億7,188万円

　　第一興農橋架け替えの北海道への事業負担、第20号

橋と第２１号橋架け替え工事を実施しました。

　南部地区土砂流出対策    　　　　事業費7,730万円

　　近年の集中豪雨により損壊などが生じていた自衛隊

演習場内のべべルイ川の復旧、改修を行いました。

　東１線排水路整備　 　　　　　　 事業費4,463万円

　　自衛隊駐屯地拡張による雨水や排水の流入量の増加

と経年劣化により損傷が生じているため、整備実施に

向けての測量調査設計を行いました。

　一般廃棄物処理　　　    　    事業費1億9,813万円

　　ごみの分別収集、減量化、資源化を推進し、クリー

　ンセンターの安定的な稼動に努めました。

　自主防災組織育成　　　　　 　　　　事業費80万円

　　町内各地域の自主防災組織が行う防災訓練や防災教

育などの活動経費の支援のほか、防災士の資格を取得

するための講習参加費用について助成しました。

　生活安全対策　　　　　　　 　　　事業費649万円

　　交通安全、地域安全のため

活動している生活安全推進協

議会への活動費の負担、防犯

上必要な地域の生活灯の電気

料金補助のほか、悪質商法被

害などの相談窓口として富良野消費生活センターを富

良野圏域５市町村で広域運営しています。

　予約型乗合タクシー運行　　　 　　事業費672万円

　　高齢者や障がい者の生活支援、閉じこもり予防を目

的に、町内全域で運行しました。

　人材育成アカデミー　　　 　   　　   事業費92万円

　農業や商工業、観光業など

異業種間の交流を進め、「新

しいかみふらの」の創造に向

けて将来の町を担う人材を育

てるプロジェクト。平成２５年

度から３年間の実施予定。



　協働のまちづくり　　　　　　　　　事業費48万円

　　まちづくり講演会の

開催をはじめ、地域振興

活動に取り組む団体に

対しまちづくり活動助

成事業を実施し、町民と

ともに歩む行政の態勢

づくりを行いました。

　自治会活動の推進　　　　　　　 　事業費932万円

　　使途を限定しない住民自治活動推進交付金や地域の

公園緑地の維持管理費への補助のほか、先進的な取り

組みを行った団体に対して住民自治活動奨励事業補助

金を交付し、自治会活動の支援・推進を図りました。

過　広報かみふらの ２０１5.１０

特集　まちの台所事情

と責任、役割と責任、役割をを

分かちあえる暮ら　　分かちあえる暮らしし
誇り

の宝を守の宝を守りり、、育み育み、、

活用できる暮ら　　活用できる暮らしし
地域 で楽しで楽しくく

潤いのある暮ら　　潤いのある暮らしし
快適

　保健福祉総合センターかみん運営　 事業費6,089万円

　　役場保健福祉課、地域包括支援センター、社会福祉

　協議会のほか、社会福祉法人が運営するデイサービス

　センターかみん、訪問看護ステーションが連携し、総

　合的な福祉の推進に取り組んでいます。

　利用実績　延べ72,351 人

　自衛隊基地対策　　　　　　　　　 事業費383万円

　　自衛隊基地周辺の整備計画の調整や自衛官募集事

務、上富良野駐屯地の現状維持に向けた活動、関係団

体との連絡調整、協力団体への補助を行いました。　

　超高速ブロードバンド環境整備  事業費2億3,694万円

　　ＮＴＴが提供する高速通信サービスエリアと農村地

区におけるインフラ格差を解消する、高速通信環境の

整備を行いました。

　中央コミュニティ広場活用推進        事業費800万円

　　中心市街地のにぎわいづく

りの拠点施設として、セント

ラルプラザ横の中央コミュニ

ティ広場に大型の常設テント

を設置しました。

　プレミアム付き商品券発行      　  事業費1,195万円

　　町内小売店の振興、活性化のため、20％のプレミア

ム付き商品券を発行する商工会に対して経費の補助を

行いました。

　四季彩イベント実施　　         　        事業費655万円

　　花と炎の四季彩まつり、北の大文字、雪まつりの実

施団体に対し、イベント開催経費を負担しました。

　地場産品普及推進                　   　　事業費100万円

　　６次産業化などの取り組みにより製品化された地場

産品をPRするための経費について、町特産品推進協議

会に対し負担しています。

　予防接種・健康診査・各種検診     事業費3,550万円

　　伝染病の予防接種、感染症の早期発見やまん延防止

　のための検診、がん検診などを実施しました。

　文化、芸術の振興　　　　               事業費200万円

　　日本の文化や芸術に触れる機会の提供として町民芸

術劇場、自主企画芸術鑑賞事業、文化教室、総合文化

祭などを開催しました。

　学校施設整備                    　     事業費12億114万円

　　上富良野小学校校舎改築、東中小学校校舎の外壁補

修と講堂の防音改修、上富良野中学校校舎改修に向け

た実施設計などを行いました。

 　放課後子どもプラン                      事業費1,282万円

　　働く保護者をバックアップするとともに、放課後の

　子どもたちの安全な居場所づくりを行っています。

　上富良野高等学校振興対策                事業費830万円

　　特色ある、地域に根ざした学校づくりのため、上富

良野高校教育振興会に対して補助金を交付。生徒の通

学費用についても助成しています。

　観光客誘致イベント実施　　　         事業費128万円

　町の知名度アップ

と魅力向上、観光客

誘致のため全国フッ

トパスフォーラムin

かみふらのと、かみ

ふらの十勝岳ヒルク

ライムの開催につい

て補助しました。

　町営住宅の整備　　　　         事業費3億2,496万円

　　泉町南団地１号棟の建設、２

号棟整備のための実施設計と既

存住宅の解体のほか、建設後３８

年を経過した扇町団地46戸の

水洗化工事を行いました。

　後継者就業対策　　　               　    事業費439万円

　　農業、商工業の新規就業者や後継者に対して奨励金

を交付し、就業を支援しています。



参　　考
歳入のうち一般会
計からの繰入額

差引額
（前年比較）

歳　出
（前年比較）

歳　入
（前年比較）

会　計　名

年平均加入世帯数    1,672世帯
年平均加入者数       　2,984人
１人あたり診療費

一般　282,691円
退職　216,547円

1億2,134万円
(1,388万円)

1,125万円
(1,037万円)

13億7,081万円
(▲100万円)

１3億8,206万円
(937万円)

国民健康保険

　
特
別
会
計
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保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
】

年平均被保険者数　　1,751人
１人あたり医療費   868,228円

4,145万円
(415万円)

47円
(11万円)

1億2,978万円
(663万円)

1億3,025万円
(674万円)

後期高齢者医療

被保険者数                  3,281人
要介護認定者数              422人
１件あたり給付額
　居宅（介護給付）      37,766円 
　居宅（予防給付）      16,128円
　地域密着              200,084円
　施設                    256,657円

1億4,495万円
(508万円)

1,724万円
(169万円)

8億3,098万円
(3,816万円)

8億4,822万円
(3,985万円)

介護保険

１日平均施設利用者数    47.9人
１日平均短期入所利用者数

  7.7人
１日平均通所介護利用者数

17.8人

104万円

（66万円）

468万円
(▲1,074万円)

2億8,712万円
(835万円)

2億9,180万円
(▲239万円)

ラベンダーハイ

ツ事業

給水戸数・有収水量（料金収入
の対象となった水量）
　東中地区　193戸   46,569弱
　西部地区　108戸   30,577弱
　江花地区　  44戸   10,857弱

3,963万円
(▲293万円)

69万円
(▲1,153万円)

6,872万円
(594万円)

6,941万円
(▲559万円)

簡易水道事業

水洗化率　91.3％
1弱あたり使用料収入   161.5円
1弱あたり汚水処理費   317.4円

1億3,708万円
(▲308万円)

208万円
(44万円)

4億8,070万円
(7,245万円)

4億8,278万円
(7,289万円)

公共下水道事業

4億8,549万円
(1,776万円)

3,641万円 

（▲966万円）

31億6,811万円
（1億3,053万円）

32億  452万円
（1億2,087万円）

特別会計合計

１日平均外来患者数    109.2人
１日平均入院患者数 　  48.2人
　内訳　一般病床　　   23.1人
　　　　老健施設　　   25.1人

2億6,614万円
(2,648万円)

▲5,258万円
(▲2,777万円)

9億2,821万円
(7,016万円)

8億7,563万円
(4,239万円)

病院事業

企
業
会
計

【
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
】

給水人口　　　　　　 9,970人
１弱あたり収益             183円
１弱あたりかかる費用　159円
                                 

1,523万円
(984万円)

注1  ▲3,949万円
(86万円)

2億5,666万円
(3,965万円)

2億1,717万円
(4,051万円)

水道事業

2億8,137万円
(3,632万円)

▲9,207万円
（▲2,691万円）

11億8,487万円
（1億  981万円）

10億9,280万円
(8,290万円)

企業会計合計

煙表中の数字は、１万円未満を四捨五入しているため、端数整理により合計額などが異なる場合があります
煙注１～資本的収支の赤字額については、過年度分損益勘定留保資金、当該年度損益勘定留保資金で補てん済み

　町には６つの特別会計と２つの企業会計があります。

　水道事業会計の赤字額については、過年度分損益勘定留保資金・当該年度分損益勘定留保資金で補てん済みで実質

的には黒字決算となりましたが、病院事業では赤字決算となりました。そのほかの会計では黒字決算となっています。

　ただし、各会計は一般会計からの繰入金（総額7億6,686万円）により支えられている実態にあることから、今後もな

お一層健全な財政運営に向けて努力していきます。

２０％

経
営
健
全
化
基
準

資金不足額なし公共下水道事業
資
金
不
足
比
率

〃簡易水道事業

〃病院事業

〃水道事業

広報かみふらの ２０１5.１０　霞

特別会特別会計計・・企業会企業会計計

　　　　　　　　　　　【資金の不足額÷事業の規模】

　一般会計の実質赤字に当たる公営企業の資金不足額

が、事業規模（料金収入）に対してどの程度あるかを示

すもので、比率が高くなるほど資金不足の解消が困難

となります。公営企業は、必要な費用を自らの料金収

入で賄う独立採算が原則。家庭で例えると、すでに自

立した子どもでも、赤字や借金が増えると親（一般会

計）は無関係ではいられません。親に影響を及ぼさな

いよう個々の収支をチェックするための指標です。

資金不足比率

※経営健全化基準の20％を超えると議会の議決を経て

「経営健全化計画」を策定し、実施状況を毎年度議

会へ報告、公表しなければなりません



問合せ　総務課企画財政班　拶盈6980

蚊　広報かみふらの ２０１5.１０

町民１人（１世帯）あたり算出
［平成２7年3月３１日現在］

人口     11,161人　  （前年比　▲172人）
世帯       5,196世帯  （前年比  　17世帯）

もうちょっと詳しく見てみようもうちょっと詳しく見てみよう！！

煙道路や公共施設の整備など建設事業（31億7,765万円÷人口）
123,017円） （284,710円

▲10,529円） （68,456円煙借金の返済など（7億6,404万円÷人口）
▲36,379円） （14,411円煙貯金の積立て（1億6,084万円÷人口）

煙職員の給料や議員の報酬など人件費（9億5,479万円÷人口）
▲4,724円） （85,547円

煙高齢者や障がい者などへの社会保障費（7億1,082万円÷人口）
8,091円） （63,688円

煙町立病院運営に対する助成（2億6,614万円÷人口） 
2,699円） （23,846円

煙公共下水道事業に対する助成（1億3,708万円÷人口）
▲85円） （12,282円

（　）は前年比較町民１人あたりで見る町民１人あたりで見るとと

残　高区　分

79億5,204万円一 般 会 計

5億1,585万円簡易水道事業
特
別
会
計

26億5,606万円公共下水道事業

5,098万円ラベンダーハイツ事業

6,103万円病院事業企
業
会
計 5億  378万円水道事業

１17億3,974万円
（6億2,759万円）

合　　計
（前年比較）

借入残高 (117億3,974万円÷人口・世帯)
　町民１人あたり　1,051,854円
　１世帯あたり       2,259,380円

町の借金

町町債債

　家計に例えると、町債は借金（ローン）、基金は貯金とい

うことになりますが、個人のローンと少しだけ違う点があ

ります。それは「世代間の負担の公平性」です。

　例えば、公共施設は何十年も使用します。建設時の一時的

な資金不足の対応という意味もありますが、それだけではな

く、建設のための財源を施設を使用する後の世代にも負担し

ていただくために、ローンという形で返済するのです。

　一方、貯金に当たる基金は、災害が多発するなど不測の事

態や、公共施設を整備するなど将来のさまざまな財政負担に

対応できるように蓄えておくものです。

　今後においても、貯金と借金のバランスを取りながら、健

全な財政運営に努めます。

貯金と借貯金と借金金

　町税をはじめ、保健福祉総合センターかみんや社会教育総

合センターの使用料、ごみ処理の手数料など、町が自ら収入

できる自主財源は総額でも3割にも満たないのが実情で、町

の収入の34.0％が国からの地方交付税で賄われています。

　交付税は収支の不足額を決められたルールに基づいて算

定され、一定割合を差し引いて国が補てんする制度です。し

かし、交付税の財源はあくまでも国税。集まった税金以上に

交付されるものではありません。税収が上がらなければ配

分額も少なくなりますので、町の収支不足分の全額を補て

んできるものではありません。そこで、重要になってくるの

が、少しでも多くの自主財源を確保することです。

　使用料、手数料については町民の皆さんに応分の負担をい

ただくとともに、税の徴収については収入の確保と税負担の

公平性担保のため、滞納者に対する滞納処分（財産の差押）を

徹底し、平成26年度には161件執行しました。その結果、単

年度では1,600万円超の滞納総額圧縮、平成21年度から6年

連続の徴収率アップという結果となりました。

平成25年度
滞納総額

平成26年度
滞納総額

平成25年度
徴収率

平成26年度
徴収率

1,805万円1,036万円98.1％98.9％町税

2,152万円1,308万円93.3％95.9％国民健康保険税

自主財源の確自主財源の確保保

残　高種　類

5億2,387万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備
えたり年度間のお金の不均衡を調整するもの】

2億  698万円減債基金【借金の返済の増加に備えるもの】

7億6,081万円公共施設整備基金
　
　
特
定
目
的
基
金

　
　
　
【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

2億2,304万円農業振興基金

2,306万円十勝岳地区振興基金

7,039万円国内外交流推進基金

8,316万円国営土地改良事業負担金基金

2億3,599万円地域福祉基金

1,074万円児童生徒教育振興基金

1,795万円ラベンダーの里ふるさと応援基金

3,943万円特定防衛施設周辺整備交付金

21億9,542万円
（▲4億4,717万円）

一般会計合計
（前年比較）

18万円国民健康保険財政調整基金

4,414万円介護保険事業基金

222円ラベンダーハイツ施設整備基金

4,654万円
（▲286万円）

特別会計合計
（前年比較）

22億4,196万円
（▲4億4,431万円）

全会計合計
（前年比較）

2億1,794万円北海道備荒資金組合基金

貯金額 (22億4,196万円÷人口・世帯)
　町民１人あたり    200,874円
　１世帯あたり　    431,478円

町の貯金

基基金金

特集 まちの台所事特集　まちの台所事情情
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数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状

職
員
数
の
状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
人件費・給与費の状況　平成26年度決算

許職員給与費（一般会計決算）

給料給料 
4億4,151万  4億4,151万円円（66.1（66.1％％））

期末勤勉手当期末勤勉手当 
1億5,248万  1億5,248万円円（22.8（22.8％％））

職員手当職員手当 
7,449万  7,449万円円（11.1（11.1％％））

諮給与費に含むもの
・職員に毎月支給される給料
・各種手当（退職手当を除く）

諮一人当たり平均給与費
　（一般職109人+特別職３人=112人）
・596万9千円

与費　6億6,848万円給

虚人件費（一般会計決算）

人件費人件費 
9億5,479万  9億5,479万円円（（11.2％11.2％））

諮人件費に含むもの
・一般職、特別職の職員に対する給与
・議会議員や各種委員会委員の報酬
・共済費など（民間の社会保険料事業
主負担分に相当）

件費　9億5,479万円人

歳 出 85億864万出　85億864万円円

獅

鋸職員給与・年齢
北海道上富良野町

区　分
平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

45.4歳400,662円42.1歳365,290円一般行政職 

類似団体上富良野町
区　分

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

39.8歳355,492円40.6歳375,031円税務職 

40.2歳298,940円44.7歳363,392円福祉職 

49.2歳1,180,825円49.3歳1,405,167円医　師 

41.3歳333,436円42.3歳365,876円看護・保健職 

距職員初任給

北海道上富良野町区　分

168,756円174,200円大学卒
一般行政職 

137,298円142,100円高校卒

魚特別職の報酬など
退職手当

期末手当給料（報酬）月額区　分
支給時期 １期の手当額算定方式 

（退職日の給料月額×支給割合×在職期間） 

任期満了時 
14,762,880円 20.504月分 （平成26年度支給実績） 

3.5 月分 

720,000円 町　長 

7,761,600円 12.936 月分 600,000円 副町長 

（平成26年度支給実績） 

3.5 月分 

275,000円 議　長 

205,000円 副議長 

170,000円 議　員 

職員の平均給与・平均年齢・初任給など  平成26年4月1日現在

漁一般行政職の級別職員数など

構成比職員数標準的な職務内容区分 

18.2％20人
定型的な業務を行う職務
相当高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務

１級

0.9％1人高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務２級

21.8％24人

１ 主査等の職務
２ 主任の職務
３ 困難な業務を処理する主査等の職務
４ 困難な業務を処理する主任の職務

３級

29.1％32人
１ 主幹等の職務
２ 特に困難な業務を処理する主査等の職務

４級

20.0％22人
１ 課長等の職務
２ 困難な業務を処理する主幹等の職務

５級

10.0％11人困難な業務を処理する課長等の職務６級

禦職員の経験年数別・学歴別平均給与月額

経験年数
20～2４年

経験年数
15～１9年

経験年数
10～１４年区　分

371,800円 対象者なし対象者なし 大学卒
一般行政職 

337,100円 287.700円 202,500円 高校卒

給与費給与費 
6億6,848万  6億6,848万円円（70.0（70.0％％））

その他報その他報酬酬・・共済費な共済費などど
2億8,631万  2億8,631万円円（30.0（30.0％％））

※類似団体とは人口と産業構造が類似する市区町村をグループ
に分け、同じグループに属するものをいいます。税務職、福祉
職、医師、看護・保健職については北海道の数値が公表されて
いないため、類似団体との比較を掲載しています

※北海道は減額措置後の月額
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享期末手当・勤勉手当

国北海道上富良野町

一人当たり平均支給額
（平成25年度） 

一人当たり平均支給額
（平成26年度） 

152万1千円  136万1千円  

(平成25年度支給割合) (平成25年度支給割合) (平成26年度支給割合) 

勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 

1.35 月分 2.60 月分 1.35 月分 2.60 月分 1.35 月分 2.60月分 

(0.65) 月分 (1.45) 月分 (0.65) 月分 (1.45) 月分 (0.65) 月分 (1.45) 月分 

（加算措置の状況）（加算措置の状況）（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

・役職加算　5～20％・役職加算　5～20％・役職加算　なし

・管理職加算　10～25％・管理職加算　10～25％・管理職加算　なし

※（　 ）内は、再任用職員に係る支給割合

※北海道、国の平成26年度数値が未公表のため、平成25年度の数値を使用

亨特殊勤務手当

5万4千円支給実績（平成26年度決算）

6,688円
支給職員一人当たり平均支給額
（平成26年度）

7.1％
職員全体に占める手当支給職員
の割合（平成26年度）

★手当の種類

　斬滞納処分従事手当

　斬防疫等作業手当

供その他の手当
国の制
度との
異同　

支給職員一人当た
り平均支給年額　
（平成26年度決算）

支給実績
（平成26年度決算）

内容及び支給単価手当名

同じ265,045円1,510万8千円 
配偶者 　13,000円 
扶養家族   6,500円 
16歳から22歳まで5,000円加算 

扶養手当 

同じ264,344円740万2千円 借家・借間　27,000円上限住居手当 

異なる

自動車な
ど使用の
場合の額

69,114円96万8千円 
自動車など使用の場合、通勤
距離に応じて１灼４７５円を乗じ
て得た額。55,000円上限

通勤手当 

異なる

支給額
386,786円1,083万円 

課長職　４０,０００円
主幹職　３０,０００円

管理職手当 

同じ99,057円1,099万5千円 

世帯主の職員（扶養あり）
                              １３１,９００円
その他の世帯主の職員
                                ７２,９００円
その他の職員            ５１,７００円

寒冷地手当 

京時間外手当
支給職員一人当
たり平均支給年
 額　

支給実績年度

26万7千円2,115万4千円平成26年度

21万6千円1,687万3千円平成25年度

職員の手当の状況

僑定員適正化目標（数）

数値目標終期始期

計画　193人→186人
平成22年4月1日現在
の職員数を基に設定

平成27年4月1日平成23年4月1日
第4次職員数
適正化計画

平成26年4月1日現在における職員数 187人

（富良野広域連合派遣職員を含む）

定員適正化計画の数値目標と進捗状況

問合せ

総務課総務班　拶盈6400

行政ホームページ　http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

侠部門別職員数
対前年
増減数

職　員　数区分　

　部門 平成25年平成26年

±033議　会

一
 般
 行
 政
 部
 門

一
般
 会
 計
 部
 門

　22527総　務

±066税　務

―――労　働

－11110農林水産

　145商　工

±088土　木

－32926民　生

±01111衛　生

－19796小　計

±01414教育部門

―――消防部門

－1111110小　　計

±04646病　　院
公
営
企
業
会
計
部
門

±033水　　道

―――交　　通

±033下　水　道

－12524そ　の　他

－17776小　　計

－2188186合　　　計

職員数の状況
各年４月１日現在
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問合せ　町民生活課自治推進班　拶盈６９８５

　
１
９
８
５
年
９
月
５
日
に
上
富
良
野
町
と

カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
が
友
好
都
市
提
携

を
結
ん
で
か
ら
、
今
年
で
　
周
年
。

30

　
両
市
町
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
絆
を
さ

ら
に
深
め
る
た
め
、
９
月
５
日
付
け
で
延
長

盟
約
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、
今
月
は
カ
ム
ロ
ー
ズ
市

と
の
交
流
の
歴
史
と
、
友
好
の
絆
を
振
り
返

り
ま
す
。

友好都市提携延長に関する盟約書にサインする
向山富夫町長と西村昭教町議会議長

　
年
の
歴
史
の
幕
開
け

30
　
北
海
道
と
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
姉

妹
提
携
締
結（
１
９
８
０
年
）、
町
内
で
は
上

富
良
野
高
校
と
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド
モ
ン
ト

ン
市
に
あ
る
ジ
ャ
ス
パ
ー
プ
レ
イ
ス
総
合
高

校
が
姉
妹
校
提
携（
１
９
８
４
年
に
締
結
）へ

の
動
き
を
進
め
る
中
、
友
好
都
市
の
提
携
先

を
探
し
て
い
た
上
富
良
野
町
は
、
同
州
政
府

か
ら
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
当
時
、
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
は
人
口
が
１
万
３

千
人
で
、
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る
な
ど
、

人
口
、
産
業
構
造
と
も
に
本
町
と
類
似
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ル
デ
ィ
・
ス
ワ
ン
ソ
ン

市
長
か
ら
提
携
の
意
向
を
受
け
た
こ
と
を
機

に
、
本
町
で
の
友
好
都
市
提
携
調
印
式
開
催

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
後
は
3
度
の
友
好
提
携
延
長
の
盟
約

を
交
わ
し
て
交
流
を
続
け
、
カ
ム
ロ
ー
ズ
市

へ
の
親
善
訪
問
を
は
じ
め
、
7
回
の
青
少
年

交
流
、
７
人
の
英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）の

招
致
な
ど
を
実
施
。
人
的
交
流
を
通
じ
て
相

互
理
解
を
進
め
る
こ
と
で
、
異
文
化
間
の
親

交
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

カムローズ市・上富良野町

友好都市提携
30周年を迎えて

第１回目となる青少年国際交流訪
問団がカムローズ市へ。小・中・
高校生22人が異国の文化を肌で感
じた

友好都市提携10周年、カムローズ
市での調印式を終えケーキカット
を行うノーマン・メイヤー市長と
菅野学町長

提携５周年の親善訪問でカムロー
ズ市へ。友好の記念に色紙の寄せ
書きを交換

役場庁舎前での友好都市提携調印式
で握手を交わすルディ・スワンソン
市長と酒匂佑一町長（ともに故人）。
記念碑の除幕式も行われた

上富良野町開基100年記念式典の
ために来日し、祝福のメッセー
ジを述べるメイヤー市長

写
真
で
見
る

30年の歴史

1988年
7月25日

1990年
9月17日

1985年
9月5日

1995年
7月27日

1997年
7月31日
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旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

カ
ム
ロ
ー
ズ
日
本
友
の
会

ミ
チ
コ
・
ラ
ス
ム
セ
ン
会
長
か
ら
聞
く
友
好
の
歴
史

　
１
９
８
５
年
の
友
好
都
市
提
携
以
来
、

　
年
の
永
き
に
わ
た
り
両
市
町
間
の
友
好

30親
善
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

９
月
２
日
、
町
か
ら
特
別
功
労
賞
が
贈
ら

れ
た
カ
ム
ロ
ー
ズ
日
本
友
の
会
の
ミ
チ

コ
・
ラ
ス
ム
セ
ン
会
長
。

　
提
携
前
か
ら
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
と
の
仲
介

を
は
じ
め
、
親
善
訪
問
や
青
少
年
交
流
の

受
け
入
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
派
遣
な
ど
重
要
な

役
割
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
今
期
限
り
で
の
退
任
に
当
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
友
好
の
思
い
出
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
鞄

　
日
本
で
は
、
外
国
の
旅
客
機
の
機
関
紙

に
掲
載
す
る
広
告
の
記
者
だ
っ
た
ラ
ス
ム

セ
ン
会
長
。
結
婚
を
機
に
カ
ム
ロ
ー
ズ
市

へ
移
住
し
ま
し
た
。

　「
昔
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
ス
ワ
ン
ソ
ン

市
長
か
ら
電
話
が
来
て
、
友
好
都
市
提
携

を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
。
そ
し
て
、
調
印

式
の
た
め
に
訪
れ
た
上
富
良
野
町
で
は
町

を
あ
げ
て
の
歓
迎
を
受
け
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
に
驚
い
た
ん
で
す
。
お
礼
の
た
め
に

も
、
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
し
よ
う
と
友

好
提
携
に
か
か
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
側
に
は
交
流
の
た
め
の

組
織
が
な
か
っ
た
た
め
、
カ
ム
ロ
ー
ズ
日

カミフラノパークを訪れた第７回青少年国際交流
訪問団。2001年に植樹された木も大きく育ち、交
流を深めてきた年月の長さが感じられる

未
来
に
続
く

　
友
好
の
架
け
橋

盾を手にするラスムセン会長（右）

25周年に提携延長の盟約書を交わ
す向山町長とクラレンス・マステ
ル市長。記念事業には第６回青少
年国際交流訪問団も参加

本
友
の
会
を
発
足
し
、
自
ら
調
整
役
と
し

て
ご
主
人
と
共
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　「
行
政
組
織
で
は
な
い
た
め
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
ま
し
た
が
、
提
携
当
時
の
窓

口
だ
っ
た
高
橋
英
勝
企
画
課
長
補
佐
の
存

在
も
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
理
由

の
一
つ
。
こ
ち
ら
で
対
応
で
き
ず
、
町
に

お
願
い
し
た
時
も
快
く
受
け
て
く
だ
さ
る

の
で
、
私
も
精
一
杯
や
ろ
う
と
…
。
親
善

訪
問
団
な
ど
の
歓
迎
で
は
、
深
夜
ま
で
プ

ラ
ン
を
考
え
た
り
も
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
と
大
変
で
し
た
が
、
今
ま
で
続
け
ら
れ

た
の
は
夫
の
協
力
と
高
橋
さ
ん
の
人
柄
、

心
を
開
い
て
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
、
上
富
良

野
と
の
交
流
を
支
え
た
　
年
間
を
懐
か
し

30

み
な
が
ら
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

2000年
9月8日

2001年
5月8日

2007年
7月31日

2010年
8月4日

2013年
7月28日

※
写
真
説
明
内
の
役
職
名
は
当
時
の
も
の
で
す

１５周年の親善訪問でカムローズ市
を訪れた田中伴幸助役。「上富良
野フレンドシップガーデン」でメ
イヤー市長と植樹

フレンドシップガーデンに「カミ
フラノパーク」の看板が完成！　
高橋英勝教育長（故人）とメイヤー
市長が記念植樹

20周年記念事業として尾岸孝雄町
長がカムローズ市へ。市役所前
には「Kamifurano」と刻印された
クロックタワー（時計台）が建立
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特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う
！

　
～
 今
年
度
か
ら
「
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
」
も
始
ま
り
ま
し
た
 ～

　
町
で
は
７
月
に
実
施
し
た
特
定
健
診
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
今
年

度
最
後
の
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
協
会
健
保

や
防
衛
省
共
済
な
ど
の
被
扶
養
者
で
受
診
券

を
お
持
ち
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
が
一
緒
に

受
け
ら
れ
る
セ
ッ
ト
健
診
や
レ
デ
ィ
ー
ス
健

診
も
行
い
ま
す
。
予
約
制
で
定
員
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
に
つ
い
て
は
左
ペ
ー
ジ
参
照

恭
国
保
で
職
場
健
診
を
受
け
て
い
る
方

申
込
み
・
問
合
せ
　

　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
7

　
職
場
健
診
の
結
果
を
下
記
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
町
の
特
定
健
診
受
診
率
が

向
上
し
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
を
安
く
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
退
職
な
ど
で
職
場
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い

方
は
、
特
定
健
診
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
成
人
の
8
人
に
１
人
が
か
か
り
、
新
た
な

国
民
病
と
言
わ
れ
て
い
る
慢
性
腎
臓
病
。
今

年
3
月
に
策
定
し
た
町
の
保
健
事
業
実
施
計

画（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）の
中
で
も
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
病
気
で
す
。

　
腎
臓
が
慢
性
的
に
弱
っ
て
い
る
状
態
の
こ

と
で
、
重
度
化
す
る
ま
で
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
悪
化
す
る
と
腎
不
全
や
、
人
工

透
析
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
脳
梗
塞

（
こ
う
そ
く
）や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
血
管
疾

患
も
発
症
し
や
す
く
な
る
の
で
要
注
意
。
　

　
腎
臓
の
機
能
が
あ
る
程
度
ま
で
低
下
す
る

と
元
に
戻
す
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、
予

防
が
重
要
で
す
。
　

煙
腎
障
害
を
起
こ
す
病
気

・
糖
尿
病（
糖
尿
病
性
腎
症
）

・
高
血
圧（
腎
硬
化
症
の
原
因
）

・
高
度
肥
満
症

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

・
尿
路
系
異
常
・
尿
路
感
染
症

・
う
っ
血
性
心
不
全

　
慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
今
年

度
か
ら
「
尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
」
を
受
診

者
全
員
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
慢
性
腎
臓
病
は
尿
と
血
液
に
よ
り
検
査
し

ま
す
が
、
尿
検
査
が
特
に
重
要
で
、
尿
潜
血

と
尿
た
ん
ぱ
く
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
特
定

健
診
な
ど
の
通
常
の
尿
検
査
で
は
、
尿
中
に

微
量
の
た
ん
ぱ
く（
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
）が
出

て
い
て
も
結
果
が
「
正
常
」
に
な
る
た
め
、

今
回
の
検
査
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
「
た
ん

ぱ
く
」
を
逃
さ
ず
に
発
見
し
、
腎
臓
病
の
正

確
な
診
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
7
月
の
健
診
で
は
受
診
者
2
千
　
人
の
う

143

ち
　
人（
　
％
）に
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
出
て

136

6.3

お
り
、
そ
の
う
ち
　
％
が
尿
検
査
で
は
「
正

90

常
」
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
腎
臓
病
は
生
活
習
慣
病
と
も
密
接

な
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
予
防
は
生

活
習
慣
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
予
防
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
血
液
量
が
増
え
て
血

圧
を
上
げ
る
た
め
、
腎
臓
の
負
担
を
増
や

し
、
血
管
を
傷
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
　

　
体
に
悪
い
と
知
っ
て
い
て
も
、
取
っ
た
塩

分
量
を
自
分
で
把
握
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
大

変
。
そ
こ
で
町
で
は
「
尿
測
定
減
塩
モ
ニ

タ
」
を
導
入
し
、
１
日
の
塩
分
摂
取
量
を
測

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
尿
を
お
持
ち
い
た
だ
け
ば
無
料
で
測
定
で

き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

１１月
実施

よ
り
詳
し
い
検
査
で

　
　
　
腎
臓
を
守
ろ
う
！

恭
す
ご
い
ぞ
！
 尿
中
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査

鎧

恭
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て
ま
せ
ん
か
？

恭
今
年
度
最
後
の
健
診
を
実
施
し
ま
すらべとん

　
本
来
は
糖
尿
病
性
腎
症
に
な
り
や
す
い
糖

尿
病
の
方
に
限
ら
れ
て
い
る
尿
中
ア
ル
ブ
ミ

ン
検
査
。
特
定
健
診
で
受
け
る
こ
と
で
自
分

の
健
康
状
態
を
よ
り
詳
し
く
知
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

１
日
の
塩
分
の
基
準
量（
食
事
摂
取
基
準

2
0
１
5
よ
り
）

男
性
　
8
ｇ
未
満
、
女
性
　
7
ｇ
未
満
、

高
血
圧
者
　
6
ｇ
未
満

　
7
月
の
「
か
み
ふ
っ
子
健
診
」

で
は
小
学
生
　
人
、
中
学
生

58

　
人
が
受
診
し
た
の
。

27　
私
み
た
い
に
健
康
で
い
る

た
め
に
も
、
受
診
し
て
ね
！

　
特
定
健
診
で
、
こ
の
検
査

を
し
て
い
る
市
町
村
は
め
っ

た
に
な
い
ん
で
す
っ
て
！

　
詳
し
く
調
べ
て
も
ら
え
て

う
れ
し
い
な
ぁ
～
璽

　
聞
い
た
こ
と
あ
る
病
気
ば

か
り
だ
わ
！

慢
性
腎
臓
病
の
定
義（
日
本
腎
臓
学
会
編

C
K
D
診
療
ガ
イ
ド
2
0
1
2
よ
り
）

　
繋
ま
た
は
罫
の
ど
ち
ら
か
が
３
カ
月
以

上
持
続
す
る
こ
と
。

繋
腎
障
害
を
示
唆
す
る
所
見
の
存
在

　
①
検
尿（
た
ん
ぱ
く
尿
・
血
尿
）異
常
　

　
②
画
像（
腎
超
音
波
検
査
・
腹
部
C
T

　
な
ど
）異
常
　
③
血
液
異
常
　
④
病
理

　
所
見（
腎
生
検
な
ど
）

罫
腎
機
能（
G
F
R
）が
異
常
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酸健診会場

　　保健福祉総合センターかみん
健   診   日   程

後期高齢者健診特定健診若年者健診かみふっ子健診健診の種類

一部の65歳以上
75歳以上

昭和16年3月31日
  以前生まれ

40歳～74歳
　　昭和16年4月1日～　
　　　　　昭和51年3月31日生まれ

20歳～39歳
 昭和51年4月1日～
　　平成8年3月31日生まれ

小学５年生
中学２年生

対象年齢
平成28年3月31
日現在

後期高齢者
医 療 保 険

被用者保険
（国保以外）

上富良野町
国民健康保険

被用者保険
（国保以外）

上富良野町
国民健康保険

すべての
健康保険

保険の種類

６月に個別案内済
み。受診券も送付

受診券が必要。
加入している健
康保険に確認。
事前に申込みが
必要

６月に個別案内済
み。受診券も送付

町の独自事業
受診券不要

町の独自事業
受診券不要特定健康診査

受診券
事前に申込
みが必要

申込み不要事前に申込みが必要

身体測定（腹囲以外）
血圧測定
血液検査
尿検査
診察

【共通】身体測定・血圧測定・血液検
　　　査・尿検査・診察

身体測定
血圧測定
尿検査
血液検査
診察

身体測定
血圧測定
尿検査
血液検査

健診内容
健康保険により
異なります

【追加】血液検査・
眼底検査・心電図

500円
加入中の健康保
険に確認を

40～69歳 2,000円
70～74歳 1,000円

1,000円無料受診料

肺がん・結核検診（胸部X線検査）
無料

同時実施健診

大腸がん検診（便潜血検査）　＊事前に申込みが必要
40～69歳　1,000円　70歳以上　500円　　　オプション

検診 前立腺がん検診（PSA検査（血液検査））　＊当日申込み
50歳以上の男性　1,700円

11月19日（木）
6：００～１１：００

11月20日（金）
6：００～１１：００

11月19日（木）
6：００～１１：００

11月19日（木）
6：００～１１：００

11月18日（水）
6：30～7：00

11月19日（木）・20日（金）
6：00～7：00

健診日時

保険者証、受診券、受診料、問診票など送付した書類一式
保険者証、受診料、問診票
など送付した書類一式

問診票など送付した書類
一式

持参する
も　　の

がん検診
検診の
種類

セット健診レディース健診

前立腺
がん検診

肺がん・
結核検診

30歳以上の方20歳以上の女性限定対象者

検
査
内
容
と
料
金

PSA検査
（血液検査）

胸部Ｘ線検査
検査
内容

1,000円
2,000円
1,000円
500円

30～39歳    　   
40～69歳（国保）
70～74歳（国保） 
後期高齢者 

1,000円
2,000円
1,000円
500円

20～39歳    　   
40～69歳（国保）
70～74歳（国保） 
後期高齢者 

若年者健診
特定健診

後期高齢者健診
※国保以外は健康保険により
異なります

※国保以外は健康保険により
異なります

50歳以上の
男性

  肺がん検診
　　   ４０歳以上
  結核検診
     　 ６５歳以上

対象
40歳以上 無料40歳以上 無料

肺がん・結核検診 
（胸部X線検査）
※40歳以上が対象

1,700円
   850円

20～69歳 
70歳以上

助成
あり子宮頸部がん検診

(細胞診、超音波検査)
※20歳以上が対象

1,700円

無料

＊必要時、喀痰
検査（喫煙者）  
  ６９歳以下 
            1,000円 
  ７０歳以上
　            ５００円

料金

5,980円20歳以上
助成
なし

2,000円
1,000円

40～69歳
70歳以上

助成
あり

乳がん検診
(マンモグラフィー、
視触診)
※40歳以上が対象

6,630円
5,610円

40～49歳
50歳以上 

助成
なし

30～69歳　   1,500円
70歳以上    　  750円

胃がん検診
(バリウム)

※30歳以上が対象

国保　11月19日(木)
6:00～11:00

日時

40～69歳　   1,000円
70歳以上     　 500円

40～69歳　   1,000円
70歳以上      　500円

大腸がん検診
(便潜血検査)

※40歳以上が対象

国保以外　11月20日(金)
6:00～11:00

11月20日(金)
8:00　9:00

※6:00と7:00は満員

11月18日(水)
7:00　8:00　10:00　11:00

※9:00は満員
日　時

当日申込み個別案内申込み事前に申込みが必要事前に申込みが必要申込み

　子宮がん・乳がん検診は２年
に１度、町の助成が受けられま
す。昨年度に助成を受けた方は
全額自己負担となります。
※クーポン利用の方は除く
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　町長と教育委員会が一体となった教育行政を推進するため、町の第５次総合計画に掲げる「成長と学習」の分

野における基本構想を踏まえて策定された上富良野町教育振興基本計画に規定した教育目標、基本方針を上富良

野町教育大綱として定め、郷土を愛し、知・徳・体の調和のとれた感性豊かな人づくりを目指します。

諮大綱の体系図

子子

子

諮大綱の期間 第５次総合計画、教育振興基本計画との整合性を図り、本年度から平成30年度までの４
年間とし、社会経済情勢の変化や総合計画、教育振興基本計画の改訂に合わせ、必要に応
じて見直しを行います。

諮大綱の位置づけ 　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、町の教育行政を推進す
るための基本的な指針として、総合教育会議（町長と教育委員会で構成）で協議・調整し、
策定しました。

上富良野町教育大綱

町の教育大綱を策定しました

上富良野町
教育振興基本計画

第５次総合計画

＜ 成長と学習 ＞
上富良野町総合教育会議

＜ 町長・教育委員会 ＞

知性を高め、一人一人のよさを伸

ばし育てる

豊かな心と健やかな体を養い、感

性を豊かに支えあう意識を育てる

自然や文化を大切にし、郷土を愛

する心を育てる

酸基本目標 教育振興基本計画において町の教育目標に定めている『３つの育て』を継承し、教育の継続性・一
貫性を重視します。

酸基本方針 基本目標に定めた「３つの育て」の実現に向けて、次の８項目を基本方針とします。

①確かな学力と豊かな心やたくましい体の育成を図る

②開かれた学校運営に努め、学校･家庭･地域の連帯を
深め、信頼される学校づくりを推進する

③子どもを愛し、たえず自らの人間力を磨く教師を育
成する

④創意に富む教育の実現に努め、教育条件の整備充実
を図る

学校教育の基本方針

⑤地域全体で人を育む環境づくりを推進する

⑥生涯にわたる学習活動を推進する

⑦健康づくりのためのスポーツ活動を推進する

⑧心の豊かさを育む文化・芸術活動を推進する

社会教育の基本方針

　自ら学び行動する力や、基礎基本の定着とそれを活用する能力の向上を目指し、学習指導と
学習習慣の確立に努めます

確かな学力の向上

　安心・安全、さらに情報通信技術の効果的活用など学校施設整備の充実を図るとともに、教
職員個々の人間性・社会性・指導力の向上を図る研修の充実に努めます

教育環境の整備

　グローバルな感覚を育成するため、ＡＬＴや友好都市（カムローズ市）交流などを活用した外
国語・外国理解教育を進めます

外国教育の充実

　上富良野町いじめ防止等に関する条例に基づき、いじめの未然防止・早期発見・早期対応に
地域全体で取り組むとともに、不登校対策として家庭や地域社会と連携し、学校復帰へ向けた
支援等の取組みを進めます

いじめ防止等の
　　　取組みの推進

　いつでも、どこでも、だれでも学ぶことができる環境づくりと、学びを支えるネットワーク
づくりを進め、学びの成果を暮らしや地域づくりに生かしていきます

生涯学習の推進

　「健康づくり推進のまち」として心身の健康づくりに向け、それぞれのニーズに応じたスポー
ツや文化・芸術活動と、健康的な食生活を送るための食育活動を推進します

健康づくり・
　　　食育の推進

　読書は単に知識を高めるだけではなく、人生を豊かにするための様々な効用が期待されるこ
とから、図書に触れ親しむ環境づくりを進めます

図書環境の充実

　郷土の歴史や産業、また十勝岳の活動により形成された大地について理解を深め、ふるさと
「上富良野」への愛着と誇りを養います

ふるさと学習の推進

酸重点施策 次の８項目を重点として取組みを進めます。

問合せ　総務課総務班　拶盈6400
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日
の
出
公
園
～
十
勝
岳
温
泉
駐
車
場
の

　
　
、
標
高
差
１
千
　
ｍ
を
自
転
車
で
一
気

20
km

50

に
駆
け
上
が
る
「
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
」。
2
回
目
と
な
る
今
年
も
　
人
200

を
超
え
る
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
過
酷
な

レ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
延
々
と
続
く
急
坂
の
中
間
地
点
近
く
で
は

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
V
サ
イ
ン
を
す
る
余
裕

の
あ
る
選
手
、「
き
っ
つ
い
…
」
と
苦
悶
の
表

情
を
浮
か
べ
る
選
手
、
黙
々
と
ペ
ダ
ル
を
こ

ぐ
選
手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
ゴ
ー
ル
後
に
は
上
り
き
っ
た
充
実

感
か
ら
か
、
み
ん
な
笑
顔
に
！

7時30分、一斉にスタート

　
レ
ー
ス
終
了
後
に
は
「
ゴ
ー
ル
付
近
が
辛

か
っ
た
。
坂
道
が
終
わ
り
そ
う
で
終
わ
ら
な

い
…（
笑
）。
で
も
、
来
年
も
参
加
し
ま
す
！

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
食
事
も
お
い

し
か
っ
た
～
　
」「
足
が
つ
り
そ
う
に
な
り

!!

ま
し
た
が
、
景
色
は
『
め
っ
ち
ゃ
き
れ
い
だ

な
ぁ
』
っ
て
眺
め
を
楽
し
み
な
が
ら
上
り
ま

し
た
！
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ゴールまで続く上り坂余裕のVサイン♪

ゴールの雄叫び

最
後
は
自
分
と
の
戦
い
！

十
勝
岳
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

9/6

息
の
合
っ
た
動
き
を
披
露

消
防
総
合
演
習

９/1

上
富
良
野
中
学
校
卓
球
部

と
陸
上
部
　
全
道
大
会
へ

９/2

土のうを素早くきれいに並べる消防団員

「頑張ってきます」と意気込みを語る陸上部

　「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日
、
上
富
良
野
・

中
富
良
野
消
防
総
合
演
習
が
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
自
衛
隊
消
防
班
の
対
抗
競
技
会

と
し
て
行
わ
れ
、
消
防
操
法
応
用
訓
練
の
ほ

か
、
近
年
の
豪
雨
災
害
の
増
加
を
受
け
て
洪

水
を
防
ぐ
水
防
工
法
訓
練
を
実
施
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
の
上
に
土
の
う
を
積
み
上
げ
、
シ
ー

ト
で
包
む
早
さ
と
完
成
度
を
競
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
、
自
衛
隊
と
も
に
息
の
合
っ
た
素

早
い
動
き
で
土
の
う
を
積
み
上
げ
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
北
海
道
卓
球
選
手
権
大
会
に

27

出
場
の
上
富
良
野
中
学
校
卓
球
部
と
、
第
　17

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
・
第
　
回
北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
競
技

22

大
会
に
出
場
の
陸
上
部
へ
９
月
２
日
と
　
日
16

に
、
服
部
教
育
長
か
ら
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大

会
選
手
参
加
報
奨
金
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
卓
球
部
は
シ
ン
グ
ル
ス
１
人
が
２
回
戦
に

進
ん
だ
も
の
の
、
も
う
1
人
と
ダ
ブ
ル
ス
１

組
は
残
念
な
が
ら
１
回
戦
敗
退
。

　
陸
上
部
は
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
で
西
塚
大
悟
さ
ん
と
山
内
沙
耶
佳
さ
ん

（
と
も
に
３
年
）が
砲
丸
投
げ
男
女
の
部
で
優

勝
、
鈴
木
く
る
み
さ
ん（
２
年
）が
女
子
　
ｍ
100

で
2
位
の
成
績
を
収
め
、　

月
　
日
か
ら
横

10

23

浜
市
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
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自由が利かない体で段差の歩行を体験

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
「
第
　
回
か
み

23

ふ
ら
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
と
障
が
い
者
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
交

流
会（
運
動
会
）が
ア
リ
ー
ナ
で
、
屋
外
で
は

日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
救
急
法
や
手
話
、
ア
イ
マ
ス
ク

を
し
て
の
歩
行
、
車
い
す
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
視
界
を
ぼ
や
け
さ
せ
る
眼
鏡
と

耳
栓
、
手
足
に
は
重
り
と
自
由
に
曲
が
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
装
具
な
ど
を
身
に
着

け
る
高
齢
者
の
疑
似
体
験
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
衰
え
て
き
た

高
齢
者
の
大
変
さ
を
体
感
。「
健
康
で
、
体

が
自
由
に
動
く
こ
と
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
！
　
ふ
れ
あ
い
広
場

9/6

遭
難
か
ら
命
を
守
れ
！

遭
対
協
山
岳
救
助
訓
練

9/8
　
十
勝
岳
連
峰
へ
の
入
山
者
の
増
加
に
伴
う

遭
難
救
助
活
動
に
備
え
、
陸
上
自
衛
隊
と
道

北
地
方
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
富
良
野

地
方
支
部
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た

共
同
山
岳
救
助
訓
練
が
陸
上
自
衛
隊
上
富
良

野
駐
屯
地
で
行
わ
れ
、
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
、
上
富
良
野
十
勝
岳
山
岳
警
備
隊
な
ど
か

ら
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

94
　
自
衛
隊
と
道
警
の
ヘ
リ
に
よ
る
合
同
訓
練

は
道
内
で
は
初
の
試
み
で
、
関
係
機
関
が
協

力
し
な
が
ら
要
救
助
者
の
発
見
か
ら
応
急
処

置
、
搬
送
準
備
、
ヘ
リ
収
容
・
搬
送
ま
で
の

手
順
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
装
備
品
の
違
い
な
ど

を
確
認
し
、
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ヘ
リ
訓
練
終
了
後
に
は
道
警
か
ら
、
地
上

搬
送
の
際
に
低
体
温
症
防
止
の
た
め
に
行
う

エ
ア
マ
ッ
ト
や
複
数
枚
の
寝
袋
、
お
湯
を
入

れ
た
飲
料
用
パ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ
た
ラ
ッ
ピ

ン
グ
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
救
助
現
場

と
の
連
絡
体
制
、
第
一
発
見
者
と
な
っ
た
時

の
留
意
点
な
ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

ホバリングしながら負傷者を収容する道警ヘリ

自衛隊ヘリに搬送

低体温症ラッピング

　
図
書
館
ふ
れ
ん
ど
の
職
員
に
よ
る
「
読
み

聞
か
せ
会
」
が
同
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仕
掛
け
絵
本
「
お
め
ん
で
す
」
と
大
型
絵

本
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
が
読
ま
れ
た
ほ

か
、
紙
コ
ッ
プ
で
作
っ
た
人
形
が
登
場
す
る

カ
ッ
プ
シ
ア
タ
ー
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
か
ら
泥
棒
を
追
い
出
す
場
面
で
は
ロ
バ

や
犬
の
紙
コ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
、
懐
中
電
灯

で
お
化
け
の
影
を
写
し
出
す
凝
っ
た
演
出
も

あ
り
、
観
客
か
ら
は
「
す
ご
～
い
！
」
と
の

歓
声
と
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　「
読
み
聞
か
せ
会
」
は
図
書
館
ふ
れ
ん
ど

で
毎
月
開
催
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
絵
本

を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
て
は
　!?

スクリーンに映る動物の影がお化けのよう随

絵
本
の
楽
し
さ
伝
え
る

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

９/9



雅　広報かみふらの ２０１5.10

　
ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
２
０
１
５
の
第
２

ス
テ
ー
ジ
が
町
内
な
ど
を
舞
台
に
行
わ
れ
、

巨大シャボン玉コーナー！

最
速
の
栄
冠
を
め
ざ
し
て

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道

９/１２

このほかのできごとは、上富良野町行政ホームページでも掲載中！　アドレス http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

国
外
５
、
国
内
　
の
計
　
チ
ー
ム
が
ロ
ー
ド

15

20

レ
ー
ス
の
最
速
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
総
走
行
距
離
　
　
を
3
日
間
か
け
て
走
り

550
km

抜
く
自
転
車
の
国
際
大
会
で
、
平
地
で
の
平

均
時
速
が
　
　
を
超
え
る
、
ま
さ
に
「
超
人

40
km

道道吹上上富良野線を一気に上り、
望岳台に向けて疾走する選手たち

的
」
な
速
さ
。

　
こ
の
日
は
雨
模

様
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の

走
り
を
一
目
見
よ

う
と
多
く
の
人
が

沿
道
に
立
ち
、
一

瞬
で
走
り
抜
け
る

選
手
た
ち
に
大
き

な
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
遊
び
に
カ
ム
カ
ム

し
ち
ゃ
い
な
祭（
さ
い
）！

９/１９

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

無
事
故
を
呼
び
掛
け

９/１８
　
９
月
　
～
　
日
の
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

21

30

運
動
」
を
前
に
、
商
工
会
女
性
部
と
生
活
安

全
推
進
協
議
会
交
通
安
全
部
に
よ
る
交
通
安

見晴台での交通安全キャンペーン

チラシを手渡す商工会女性部員

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
大
型

店
舗
前
で
行
わ
れ
、
訪
れ

た
買
い
物
客
に
啓
発
チ
ラ

シ
や
夜
光
反
射
材
な
ど
を

手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
期
間
中
の

　
日
に
は
見
晴
台
公
園
駐

26車
帯
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
同
協
議
会
女
性
部
に

よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
わ
れ
、
沿
道
で
黄

色
い
旗
を
手
に
「
旗
の
波
作
戦
」
を
実
施
し

た
ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
や
お
茶
を
手
渡
し
な
が
ら
「
こ
の
先
も

安
全
運
転
で
！
」
と
声
を
掛
け
、
運
動
期
間

中
の
無
事
故
を
訴
え
ま
し
た
。　

　
カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭
が
、
今
年
も
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

や
か
た
ぬ
き
の
ほ
か
、
子
ど
も
会
育
成
協
議

会
に
よ
る
焼
き
そ
ば
や
ク
レ
ー
プ
、
綿
あ
め

な
ど
の
出
店
、
青
少
年
団
体
協
議
会
に
よ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
的
に
し
た
タ
オ
ル
投
げ
、

射
的
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
お
祭
り
気
分
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
別
室
で
は
中
学
・
高
校

生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

「
パ
レ
ッ
ト
」
の
手
ほ
ど

き
で
、
プ
ラ
バ
ン
を
使
っ

た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
食
べ
て
遊
ん
で

と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

出店の前も大にぎわい!!

投げる姿勢を見せながら解説する市川コーチ（右）

元
プ
ロ
選
手
の
技
を
盗
め

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
野
球
教
室

９/２１
　
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
に
よ
る
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
少
年
野
球
教
室
が
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
活
躍
し
た
市
川
卓
さ
ん

と
浅
沼
寿
紀
さ
ん
を
コ
ー
チ
に
迎
え
、
富
原

運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
参
加
し
た
の
は
上
富
良
野
ジ
ャ

ガ
ー
ズ
と
上
富
良
野
西
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選

手
　
人
。
野
球
の
基
本
で
あ
る
ボ
ー
ル
を
受

35
け
る
姿
勢
や
、
リ
ー
ド
で
立
つ
位
置
な
ど
が

わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
市
川
コ
ー
チ
の
打
撃
を
間
近
で
見

学
。
子
ど
も
た
ち
は
フ
ェ
ン
ス
を
軽
々
と
越

え
る
打
球
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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司
総
合
展
示（
児
童
生
徒
・
町
民
・
文
化
連

盟
作
品
展
ほ
か
）

日
時
　
　
月
　
日（
土
）　
９
～
　
時

10

31

20

　
　
　
　
月
１
日（
日
）　
９
～
　
時

11

19

　
　
　
　
月
２
日（
月
）・
３
日（
火
・
祝
）

11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
～
　
時
18

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
ー
ナ
・
ラ
ウ
ン
ジ

司
郷
土
館
特
別
展
示
「
目
指
せ
！
　
十
勝
岳

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
展
」

日
時
　
総
合
展
示
と
同
じ

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
小
集
会
室

司
各
種
事
業
　

　
月
　
日（
土
）　
町
民
コ
ン
サ
ー
ト
、
町
民

10

31
ダ
ン
ス
の
集
い
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
や
る
気
と
学
習

　
上
富
良
野
西
小
学
校
長
　
黒
田
広
幸

　
学
校
は
、
教
科
書
を
使
っ
て
全
国
共
通

に
同
じ
内
容
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育

施
設
で
す
。
し
か
し
、
個
々
の
子
ど
も
に

と
っ
て
は
、
同
じ
時
間
勉
強
を
し
て
い
た

と
し
て
も
「
自
ら
学
ぶ
意
欲
」
と
い
う
や

る
気
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
か
が
、
大
き

な
成
果
の
違
い
と
し
て
現
れ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
「
自
ら
学
ぶ
意
欲
」
に
も
発
達
の

三
段
階
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
研
究
で
は

「
興
味
や
好
奇
心
を
持
っ
て
積
極
的
に
周

囲
を
探
索
す
る
段
階
」。
次
に
そ
の
中
か

ら
特
定
の
も
の
を
集
め
た
り
、
特
定
の
こ

と
に
時
間
を
た
く
さ
ん
か
け
た
り
す
る

「
そ
の
子
固
有
の
段
階
」。
そ
の
後
「
自

己
実
現
の
た
め
に
自
分
を
見
つ
め
、
目
標

を
定
め
る
」
三
段
階
目
へ
と
移
行
し
て
い

く
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
の
や
る
気
は
子
ど
も

自
身
が
見
つ
け
る
し
か
な
く
、
親
や
先
生

は
、
や
る
気
を
高
め
る
環
境
を
整
え
て
あ

げ
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
や
る
気
に

な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
つ
か
は
、
子
ど
も

自
身
に
も
周
り
の
大
人
に
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
長
期
間
の
義
務

教
育
9
年
間
を
見
通
し
、
め
ざ
す
姿
も

「
出
さ
れ
た
課
題
や
宿
題
と
と
も
に
、
明

日
の
授
業
の
準
備
を
必
ず
行
う
中
学
3
年

生
」
な
ど
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
家
庭
学
習
も
学
校
の
授
業
も
ゴ
ー
ル

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
大
き
な
価
値
の
あ
る
取

り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ

講
座
　「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方

を
学
び
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
土
曜

11

28

12

12

日（
計
３
回
）　
９
～
　
時
16

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
２
千
円

定
員
　
　
人
13

申
込
み
・
問
合
せ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ー
ク
ル

代
表
　
三
好
ま
ゆ
み
　
拶
盈
９
２
３
０
　

　
総
合
文
化
祭
開
催
の
た
め
、
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー
ナ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ラ

ウ
ン
ジ
）、
武
道
館
は
次
の
期
間
、
利
用
を

休
止
し
ま
す
。

　
　
月
　
日（
月
）８
時
　
分
～

１０

26

30

　
　
　
　
　
　
　
　
月
４
日（
水
）　
時

１１

12

　
月
１
日（
日
）　
小
さ
な
音
楽
会

11　
月
３
日（
火
・
祝
）　
表
彰
式
、
少
年
の
主

11
張
上
川
地
区
大
会
出
場
者
発
表
、
芸
能
発

表
、
町
民
茶
会
、
書
道
体
験
、
七
宝
焼
き
、

手
造
り
石
鹸
無
料
配
布

　
月
６
日（
金
）　
北
海
道
舞
台
塾
ふ
ら
の
事

11
業
「
シ
コ
バ
ラ
」

時
間
　
開
場
　
時
　
開
演
　
時
　
分

18

18

30

場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル（
座
席
自
由
）

入
場
料
　
小
・
中
・
高
校
生
　
前
売
り
・
当

日
　
円
、
大
人
　
前
売
り
　
円
・
当
日
１

150

800

千
円（
未
就
学
児
は
入
場
不
可
）

※
前
売
り
券
は
　
月
９
日（
金
）～
　
日
（
金
）

10

30

の
間
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
と
公
民

館
で
販
売
し
ま
す
。
枚
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い

文化と芸術の秋です！

　第52回総合文化祭を10月31日（土）～11月３日（火・祝）の

４日間、社会教育総合センターなどで開催します。

　皆さんに楽しんでいただける内容を計画しています。詳

細は10月23日（金）発行の「広報かみふらの　お知らせ版」

折り込みチラシをご覧ください。

第52回

　
新
た
に
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
の
期
間

利
用
券
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

　
秋
を
迎
え
た
北
海
道
。
こ
れ
か
ら
冬
に
か

け
て
は
、
何
か
と
家
に
こ
も
り
が
ち
…
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
体
力
維
持
、
健
康
づ
く
り
に
、
お
得
な
期

間
利
用
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

種
類
・
金
額
　
３
カ
月
券
　
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
カ
月
券
　
９
千
円

12

利
用
開
始
　
　
月
４
日（
水
）午
後
か
ら

11

対
象
施
設
　
ア
リ
ー
ナ
、
小
ア
リ
ー
ナ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
（
個
人
利
用
で
き
る
場
所
に
限
り
ま
す
）

販
売
開
始
　
　
月
２
日（
月
）

11

購
入
方
法
　
写
真（
横
　
㎝

×
縦
３
㎝
）１

2.5

枚
を
持
参
の
う
え
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
の
期

間
利
用
券
を
販
売
開
始
！
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ピックアップ

インフォメーショ
ン

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
住
民
票
の
様
式

27

10

が
変
わ
り
、
従
来
の
個
人
票
の
ほ
か
に
、
世

帯
員
を
５
人
ま
で
連
記
で
き
る
縦
型
の
世
帯

票
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
が
必

要
な
場
合
、
人
数
×
　
円
の
発
行
手
数
料
を

200

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
変
更
に

よ
り
世
帯
票
１
通
　
円
で
済
む
こ
と
に
な

400

り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
戸
籍
附
票
に
つ
い
て

も
全
部
証
明
が
１
通
　
円
と
な
り
ま
す
。

400

　
な
お
、
変
更
後
の
様
式
で
は
最
新
の
履
歴

の
み
の
記
載
と
な
り
ま
す
の
で
、
記
載
内
容

の
変
更
事
項
の
履
歴
証
明
が
必
要
な
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
個
人
票（
１
枚
　200

円
）を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
方
を
対
象
と
し
た
除
雪
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
　
歳
以
上
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
み
の

65世
帯（
独
居
含
む
）

・
身
体
が
弱
い
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
除
雪

が
困
難

・
近
隣
に
除
雪
が
で
き
る
近
親
者（
３
親
等

以
内
）が
い
な
い

・
同
居
者
全
員
が
町
民
税
非
課
税

・
町
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
に
滞
納
が
な
い

内
容
　
お
お
む
ね
　
　
以
上
の
積
雪
が
あ
っ

15
cm

た
場
合
、
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
の

範
囲（
車
庫
・
物
置
除
く
）を
除
雪
し
ま
す

利
用
料
　
　
分
に
つ
き
　
円

15

75

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
金
）

10

30

※
申
込
み
の
際
、
印
鑑
と
除

　
雪
範
囲
の
見
取
図
を
持
参
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

　
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員

変わ
ります

住
民
票
の
様
式
　
手
数
料
も
お
安
く

利用
しよう

除
雪
サ
ー
ビ
ス
　
在
宅
福
祉
事
業

～ 功績をたたえて ～

開催
します

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
　
利
用
説
明
会

　
来
年
度
に
お
子
さ
ん
の
入
園
を
考
え
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
認
定
こ
ど
も
園
と
保

育
所
の
利
用
説
明
会
を
開
き

ま
す
。
当
日
は
次
の
施
設
か

ら
説
明
員
が
同
席
し
ま
す
。

・
上
富
良
野
高
田
幼
稚
園

・
中
央
保
育
所

・
上
富
良
野
西
保
育
園

・
わ
か
ば
愛
育
園

日
時
　
　
月
　
日（
月
）

10

26

　
　
　
　
　
　
　
時
　
分

10

30

場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

　
町
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
３
年
か
ら

　
年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の

12振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

７
月
　
日
に
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ

18

ま
し
た
。

　
９
月
　
日
、
役
場
町
長
室
に
て
町
長
か

15

ら
ご
家
族
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

故　 石  
いし

 川   
かわ

 洋  
よう

 次 　さん
じ

　　　　　　　　 東3線北27号

旭
 日
 単
 光
 章

叙
勲
受

叙
勲
受
章章

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
が
他
の
模
範
で
あ
る
と

し
て
８
月
　
日
、
北
海
道
社
会
貢
献
賞

27

（
社
会
事
業
関
係
功
労
者
）を
受
賞
さ
れ
、

９
月
　
日
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

16

席
上
、
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞
受

北
海
道
社
会
貢
献
賞
受
賞賞

（
社
会
事
業
関
係
功
労
者

（
社
会
事
業
関
係
功
労
者
））

 平  
ひら

 倉   
くら

 範  
のり

 子 　さん
こ

　　　　 本町2丁目（70歳）

問
合
せ
　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

新しい住民票
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in
f
o
r
m
a
t
io
n

必ずチェック最低賃金！

　北海道内で事業を営む使用者と、その事業場で働くす

べての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイトなど

を含む）に適用される北海道最低賃金が、次のとおり改

定されました。

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署

　人権擁護委員は人格識見が高く、広く社会の実情に通

じ、人権擁護に理解のある人を市町村長が推薦し、法務

大臣から委嘱を受けた方です。人権についての啓発を

はじめ、法務局が開設する人権相談所などにおいて地域

の皆さんから人権に関する相談を受けるなどの活動を

行っています。

　町内では、次の４人が委嘱されています。

　　  瀧本 良幸さん　山本 勉さん　川鍋 まさ子さん

　　  原 喜美子さん（新任 10月1日から）

問合せ　保健福祉課福祉対策班　拶盈6987

ご存じですか？　人権擁護委員

北海道最低賃金額　時間額 764円
効力発生日　平成27年10月８日

酸
児
童
扶
養
手
当

　
受
給
に
は
申
請
し
、
北
海
道
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
次
に
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

対
象
年
齢

・
　
歳
以
下
の
児
童（
　
歳
の
場

18

18

合
、
　
歳
の
誕
生
日
か
ら
そ
の
後

18

に
来
る
３
月
　
日
ま
で
が
対
象
）

31

・
身
体
か
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
　
歳
未
満
の
児
童

20

対
象
要
件

・
父
母
の
離
婚
後
、
父（
母
）と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い

・
父
か
母
が
死
亡
し
た

・
父
か
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

・
父
か
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

・
父
か
母
が
１
年
以
上
に
わ
た
り
養

育
義
務
を
放
棄

・
父
か
母
が
１
年
以
上
拘
禁

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

・
父
母
と
も
に
不
明（
孤
児
な
ど
）

対
象
と
な
ら
な
い
場
合

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

・
父
か
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ
て

い
る

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
、
里

親
に
委
託
さ
れ
て
い
る

・
父
か
母
に
婚
姻
の
届
け
出
は
な
い

が
、
内
縁
関
係
な
ど
事
実
上
の
婚

姻
関
係
が
あ
る

一部支給全部支給
対　象
児童数

所得に応じ9,910円～41,990円（10円刻み）42,０００円１人

1人の額に5,000円を加算47,０００円２人

2人の額に、1人増えるごとに3,000円ずつ加算３人～

支給月額（平成27年4月改定）

酸
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付

　
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
た
際
に

か
か
る
医
療
費
の
一
部
を
市
町
村
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
　
歳
以
下
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶

18
者
の
い
な
い
親
と
そ
の
児
童（
　
歳
18

の
場
合
、
　
歳
の
誕
生
日
か
ら
そ
の

18

後
に
来
る
３
月
　
日
ま
で
が
対
象
）

31

※
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校

の
高
等
部（
専
攻
科
を
除
く
）の
在

学
者
は
、
そ
の
在
学
期
間
は
対
象

※
学
生
な
ど
所
得
税
が
非
課
税
の
場

合
、　

歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で

20

が
対
象（
誕
生
日
が
１
日
の
場
合

は
前
月
の
末
日
ま
で
対
象
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
、
自
立
促
進
の
た
め
、
次
の
助
成

制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　入院や指定訪問看護にかかる医療費が対象（通院は対象外）親

自己負担なし（初診時一部負担金は自己負担）非課税世帯

自己負担１割（月額上限は入院44,400円、通院12,000円）課税世帯

　健康保険適用分の医療費が対象児童

自己負担なし0歳～6歳（就学前）

自己負担なし（初診時一部負担金は自己負担）非課税世帯
6歳以上

自己負担１割（月額上限は入院44,400円、通院12,000円）課税世帯

医療費の助成内容　　　　　　　　　※入院時の食事負担、保険外給付は助成対象外

支
給
額

　
左
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。
児
童

の
人
数
と
所
得
に
よ
っ
て
支
給
額
が

変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
受
給
資
格
者（
請
求
者
）や

同
居
の
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年
収

入
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
そ
の
年

度（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）の
支

給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

助
成
内
容

　
左
表
の
と
お
り
、
親
と
子
で
は
助

成
の
対
象
経
費
が
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
所
得
の
状
況
に
よ
り
助
成
額
が

異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付

ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
し
て
い
ま
す



　
旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
請
求
手

続
き
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
の
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日（
木
）

11

12

　
　
　
　
　
９
時
　
分
～
　
時

３０

１６

場
所
　
富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

今月の

年年 金金
のお話

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

受
け
取
り
に
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

会　広報かみふらの ２０１5.１０

in
f
o
r
m
a
t
io
n

お知らせ
information

各
種
相

各
種
相
談談

巡
回
無
料
法
律
相

巡
回
無
料
法
律
相
談

　
相
続
や
土
地
の
売
買
、
借
金
、
離

婚
、
消
費
者
問
題
な
ど
の
相
談
に
旭

川
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が
応
じ

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
　
月
　
日（
金
）　
　
～
　
時

10

30

13

16

場
所

　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

申
込
期
限
　
　
月
　
日（
金
）

10

23

問
合
せ
　
総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
４
０
０

　
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
　
年
間

20

60

40

（
　
月
）で
国
民
年
金
保
険
料
を
完
納

４８０し
た
方
は
、　

歳
か
ら
満
額
の
老
齢

65

基
礎
年
金
　
万
　
円
を
受
け
取
る
こ

78

100

と
が
で
き
ま
す
が
、
手
続
き
を
行
わ

な
い
と
長
い
間
納

め
て
き
た
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
歳
の
誕
生
日

６５
が
近
付
く
と
日
本

年
金
機
構
か
ら
年

金
受
け
取
り
手
続

き
の
た
め
の
「
裁

定
請
求
書
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
受

け
取
り
の
手
続
き

は
　
歳
の
誕
生
日

６５
前
日
か
ら
行
う
こ

と
が
で
き
、
書
類

を
提
出
し
裁
定
決

定
を
受
け
る
こ
と

で
年
金
の
支
払
い

が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
受
け
取
る

年
金
が
国
民
年
金

の
み
の
方
は
役
場

で
手
続
き
が
可
能

で
す
。

　　　　　　　  780,100円×｛保険料を納めた月数+（全額免除月数（※注）×1/2）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　480月（40年）

※注　免除が承認された期間については、全額免除が1/2、3/4免除が5/8、半額免

除が3/4、1/4免除が7/8、それぞれ年金受給額に反映されます

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
・

部
分
）を
受
け
た
期
間
　

③
第
３
号
被
保
険
者
の
期
間
　
　
　

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
の
加

入
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
合
算
対
象
期
間（
カ
ラ
期
間
）　

問
合
せ

　
旭
川
年
金
事
務
所

　
拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

年金受給額 ＝

★
次
の
期
間
を
合
計
し
て
　
年
以
上

２５

　
あ
る
と
　
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す

６５

刺
里
親
と
は
…

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭

で
の
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

親
身
に
、
愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
養

育
す
る
方
が
「
里
親
」
で
す
。

刺
里
親
に
な
る
に
は
…

　
子
ど
も
好
き
で
、
健
康
な
明
る
い

家
庭
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
養
育
期
間
は

短
期
間
か
ら
数
年
間
で
す
。

　
申
込
み
は
随
時
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
受
け
付
け
後
、
ご
家
庭
の
状
況

調
査
、
数
日
間
の
研
修
、
認
定
・
登

録
を
経
て
養
育
を

お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

刺
里
親
に
な
っ
た
ら
…

　
養
育
期
間
は
、
養
育
費
と
し
て
里

親
手
当
、
生
活
費
、
学
校
教
育
費
、

医
療
費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　
一
時
的
に
休
む
こ
と
も
可
能
で
、

里
親
同
士
が
互
い
に
助
け
合
え
る
よ

う
な
態
勢
も
整
え
て
い
ま
す
。

刺
里
親
に
な
る
ま
で
の
手
続
き

①
申
込
み
　
児
童
相
談
所
に
相
談

②
調
査
　
児
童
相
談
所
職
員
が
面
接

や
訪
問
に
よ
り
家
庭
状
況
を
把
握

③
研
修
　
基
礎
研
修
、
認
定
前
研
修

を
受
講

④
認
定
　
知
事
が
社
会
福
祉
審
議
会

の
意
見
を
聴
き
、
里
親
と
し
て
の

適
否
を
審
査
し
認
定

⑤
登
録
　
認
定
さ
れ
た
方
を
里
親
と

し
て
登
録

⑥
委
託
　
児
童
相
談
所
で
、
子
ど
も

と
里
親
の
条
件
を
考
慮
し
た
う
え

で
養
育
を
委
託

申
込
み
・
問
合
せ

　
旭
川
市
　
条
通
　
丁
目

10

11

　
北
海
道
旭
川
児
童
相
談
所
　

　
拶
０
１
６
６
‐
２
３
‐
８
１
９
５

　
町
で
は
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
空
き
家
の
実
態
を
把
握
し
、
所

有
者
に
「
危
険
な
空
き
家
」
の
適
切

な
管
理
を
求
め
る
と
と
も
に
、「
長

期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
」

に
つ
い
て
は
有
効
活
用
の
意
向
を
確

認
す
る
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
職
員
が
該
当
す
る
家
屋
付
近
で

の
状
況
確
認
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の

方
へ
の
聴
き
取
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
建
設
水
道
課
建
設
班
 

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
１

建建
築築

空
き
家
の
実
態
調
査
を
行

空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
っ

て
い
ま

て
い
ま
す

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
子
ど
も
た
ち
に
………………………………………………………………………………………………………………

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　
あ
な
た
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
里
親
」
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

に
な
り
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

蓄音機で聴蓄音機で聴くく
SPレコードコンサーSPレコードコンサートト

　
道
内
に
数
台
し
か
な
い
蓄
音
機
の
名
機
「
ク
レ
デ
ン

ザ
」
と
「
ル
ミ
エ
ー
ル
」
の
ほ
か
、
ラ
ッ
パ
型
蓄
音
機
、

ロ
ウ
管
蓄
音
機
の
４
台
か
ら
流
れ
る
、
S
P
レ
コ
ー
ド
の

懐
か
し
い
レ
ト
ロ
な
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日（
土
）　
　
時

１０

17

16

場
所
　
西
２
線
北
　
号
　
土
の
博
物
館
「
土
の
館
」

25

入
場
料
　
無
料
　

問
合
せ
　
土
の
館（
担
当
・
田
村
）　
拶
盈
３
０
５
５

みん な の 伝言板
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今
回
は
総
務
課
企
画
財
政
班
の
お
仕
事
の

ご
紹
介
で
す
。
町
の
施
策
に
関
す
る
企
画
・

調
整
部
門
と
「
財
布
」
の
中
を
管
理
す
る
財

政
部
門
が
、
課
と
係
の
統
廃
合
、
再
編
に
よ

り
「
合
体
」
し
て
誕
生
し
た
企
画
財
政
班
。

　
財
政
計
画
の
作
成
を
は
じ
め
、
今
月
特
集

し
た
決
算
の
調
製
、
そ
の
年
の
町
の
方
針
を

定
め
る
予
算
の
編
成
・
管
理
、
町
債（
町
の

借
金
）の
借
り
入
れ
や
基
金（
町
の
貯
金
）の

運
用
、
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る
地
方
交
付

税
の
収
受
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か
、
行
政
執

行
の
根
幹
と
な
る
町
の
総
合
計
画
と
そ
れ
に

基
づ
く
実
施
計
画
の
策
定
・
進
行
管
理
、
主

要
施
策
の
調
査
・
研
究
、
課
間
の
事
務
事
業

の
総
合
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
域
行
政
に
関
す
る
事
務
、
町
外

か
ら
の
移
住
・
定
住
化
対
策
、
地
方
分
権
、

陳
情
・
要
望
の
発
受
の
ほ
か
、
地
域
の
情
報

通
信
環
境
の
整
備
、
町
の
行
政
機
関
内
の
I

T
化
推
進
、
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
な

ど
そ
の
守
備
範
囲
は
か
な
り
広
く
、
最
近
で

は
、
こ
の
欄
で
隔
月
掲
載
し
て
い
る
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
認
定
に
関
す
る
業
務
も
企
画
財
政

班
の
お
仕
事
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　「
目
玉
事
業
」
と
し
て
美
瑛
町
と
共
同
で

現
在
、
平
成
　
年
中
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
申

29

認定に向けて美瑛町な
どと協議を重ねる町の
担当者（右手前の２人）

請
・
認
定
を
め
ざ
し
て
お
り
、
担
当
者
２
人

が
四
六
時
中
、
頭
の
中
を
「
ジ
オ
」
一
色
に

し
て
（
　
）頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

!?

　
先
月
、
日
高
管
内
様
似
町
の
ア
ポ
イ
岳
が

地
下
の
マ
ン
ト
ル
が
ほ
と
ん
ど
変
質
せ
ず
に

固
ま
っ
た
「
か
ん
ら
ん
岩
」
が
露
出
す
る
、

世
界
的
に
希
少
な
場
所
と
い
う
こ
と
で
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
認
定

さ
れ
る
に
は
こ
の
よ
う
に
特
徴
的
で
、
科
学

的
に
貴
重
か
つ
重
要
な
自
然
環
境
「
ジ
オ
サ

イ
ト
」
が
あ
る
こ
と
が
ま
ず
大
前
提
。

　「
サ
イ
ト
の
選
定
は
地
域
の
『
良
さ
』
や

『
す
ご
さ
』
を
見
つ
け
出
す
こ
と
。
地
域
の

皆
さ
ん
が
地
元
の
良
さ
を
再
発
見
し
、『
地

元
愛
』
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
作
業
と
も
い

え
ま
す
」
と
担
当
の
長
谷
川
主
査
。

　
町
内
で
は
十
勝
岳
火
口
群
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
噴
火
の
歴
史
に
付
随
す
る

珍
し
い
地
質
や
地
形
な
ど
を
見
つ
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
同
班
で
は
そ
の
よ
う
な
情
報

を
い
つ
で
も
募
集
中
。「
こ
れ
は
珍
し
い
か

も
！
」
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
一
報
願
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
オ
に
関
す

る
出
前
講
座
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
担
当

者
が
気
合
を
入
れ
て
（
　
）駆
け
付
け
ま
す
の

!!

で
、
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

役
場
の
お
仕

役
場
の
お
仕
事事

「
お
役
所
仕
事
」
じ
ゃ
な
く
て
、

「
総
務
課
企
画
財
政
班
」
の

「
総
務
課
企
画
財
政
班
」
の
巻巻

　「
訪
れ
た
方
を
迎

え
、
も
て
な
す
の
は

私
た
ち
町
民
一
人
ひ

と
り
」。
上
富
良
野

問合せ　産業振興課商工観光班拶盈６９８3

かみふらの 百かみふらの　  百科科
町
観
光
振
興
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
具

体
化
に
向
け
昨
年
、
町
民
参
加
型
の

「
お
も
て
な
し
ス
タ
イ
ル
ワ
ー
キ
ン

グ
」
を
立
ち
上
げ
、
３
月
に
１
年
間
の

任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
観
光
客
か
ら
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
に
つ
い
て
質
問

さ
れ
た
と
き
、
町
民
誰
も
が
親
切
に
説

明
し
、
町
に
つ
い
て
情
報
発
信
で
き
る

よ
う
用
語
説
明
集
を
作
製
。

　「
か
み
ふ
ら
の
ミ
ニ
百
科
」
で
は
そ

の
中
か
ら
隔
月
で
、
町
の
「
う
ん
ち

く
」
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
う
べ
き
存
在
の
コ
チ
ラ
！

十
勝
岳
【
と
か
ち
‐
だ
け
】
名
所

　
北
海
道
の
中
央
部
、
上
富
良
野
町
と

美
瑛
町
、
十
勝
管
内
新
得
町
に
ま
た
が

る
標
高
2
千
　
m
の
活
火
山
で
、
大
雪

77

山
国
立
公
園
内
の
十
勝
岳
連
峰（
十
勝

火
山
群
）の
主
峰
。
日
本
百
名
山
と
花上富良野ならではの眺め上富良野ならではの眺め！！

その1

の
百
名
山
に
も
選

定
さ
れ
、
夏
の
登

山
は
も
と
よ
り
、

冬
に
は
極
上
の
雪

質
を
求
め
て
多
く

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
な

ど
が
周
辺
の
山
を

訪
れ
ま
す
。

うちの

就学前までのお子さんを募集しています。
町民生活課自治推進班拶盈６９８５

璽翔さん・はる香さんの子璽

 内田   明希  くん
う ち だ  あ き

(1歳6か月）

璽一也さん・愛華さんの子璽

　 お店でアンパンマンを

見つけて明希は大興奮！  

そして、楽しそうに頭をな

でなで♪

　最近はいろんなことをま

ねして覚え、毎日元気いっ

ぱいです☆

　これからもたくさん笑っ

て、すくすく成長してね！

　  　　　   （はる香さん）

　妹の來生が生まれてうれ

しそうな晏士と悠楽♪

　2人とも小さな妹がかわ

いくて付きっきり。かまっ

たり、お世話もいろいろ手

伝ってくれます。

　來生も元気に成長して、

仲良し３兄妹になってね！

　 　　　   　　（愛華さん）

 内村  
うちむら

 悠楽 ちやん  
ゆ ら

 晏士 くん  
あ ん じ

 來生 ちやん
き い

　　（3歳4か月）（5歳6か月）（1か月）

ミミニニ 知っているようで知らない、かみふ知っているようで知らない、かみふのの「うんちく」「うんちく」をお伝えします！をお伝えします！
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～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
ら
炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　　問合せ　上富良野消防署指導係　拶盈２１１９

司
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
活
動
服
を
新
調

　
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
に
、
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
上
富
良
野
町
少
年

消
防
ク
ラ
ブ

の
活
動
服
一

式
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
消
防
ク
ラ

ブ
は
、
実
際

に
消
防
業
務

の
一
部
を
体

験
す
る
こ
と

な
ど
を
通
じ

て
消
防
署
や

消
防
団
を
身

近
に
感
じ
て

も
ら
い
、
子

新しい制服で臨んだ防火啓発活動

頑
張
っ
て
ま
す
、
啓
発
活
動
！

ど
も
た
ち
の
防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
早
速
、
新
し
い
制
服
で
防
火
啓
発
活
動
を

行
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
よ
り

ち
ょ
っ
ぴ
り（
　
）引
き
締
ま
っ
た
表
情
で

!?

「
火
の
用
心
」
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

司
ふ
れ
あ
い
広
場
で
消
火
器
無
料
点
検

　
9
月
6
日（
日
）

に
行
わ
れ
た
「
か

み
ふ
ら
の
ふ
れ
あ

い
広
場
」
で
消
火

器
の
無
料
点
検
、

高
所
救
助
作
業
車

体
験
搭
乗
、
応
急

手
当
体
験
な
ど
の

ブ
ー
ス
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
収
集
時
の
火
災
防
止
の
た
め
、
捨
て
る
際

は
穴
を
開
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
廃
棄
方
法
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

安
全
に
穴
を
開
け
る
た
め
の
留
意
点
や
道
具

を
展
示
し
、
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ぐ
に
外
に
出
て
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
近
く
の
運
動
公
園
を
利
用
し
、
子
ど
も

　
な
な
い
ろ
ニ
カ
ラ
で
は
放
課
後

や
学
校
の
休
み
の
日
に
利
用
す
る

主
に
療
育（
い
ろ
い
ろ
な
力
を
つ

け
る
た
め
の
も
の
）を
目
的
と
し

た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
な

ど
預
か
り
を
目
的
と
し
た
地
域
生

活
支
援
事
業
と
い
っ
た
児
童
向
け

の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
児
童
部
門
の
活
動

場
所
を
中
町
か
ら
丘
町
に
引
っ
越

し
ま
し
た
。
今
度
は
少
し
広
め
の

園
庭
が
あ
り
、
み
ん
な
着
く
と
す

た
ち
が
喜
ぶ
楽
し
い
活
動

も
し
て
い
ま
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
９

月
　
日
、
N
P
O
法
人
旭

26
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
高

橋
憲
司
代
表
を
招
い
て
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
　

人
の
参
加
が
あ

11

り
、
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
一

本
橋
渡
り
や
ジ
グ
ザ
グ
走

問合せ  保健福祉課福祉対策班  拶盈6987

～ 子ども対象の活動も行っています  ～

　町内３つの障がい福祉サービス事業所
の出来事を、月替わりでお伝えします！

なないろニカラだより

一時 雨
本日は…

晴れ 時々くもり

NPO法人 なないろニカラ　拶盈6208

行
、
う
さ
ぎ
型
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
な
ど

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
ポ
ー
ル
の

下
を
く
ぐ
る
ほ
ふ
く
前
進
は
仰
向
き
や
足
か

ら
行
う
な
ど
、
聞
い
た
だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と

ビ
ッ
ク
リ
な
内
容
で
し
た
が
、
と
て
も
工
夫

さ
れ
た
楽
し
い
動
き
で
「
あ
っ
」
と
い
う
間

の
２
時
間
で
し
た
。
今
後
も
、
楽
し
く
体
を

動
か
す
企
画
は
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
日
々
、
工
作
や
実
験
、
買

い
物
や
お
仕
事
の
体
験
、
外
出
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
験

を
積
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
か
、
町
内
の
皆
様

に
も
参
加
、
協
力
い
た
だ
け
る
機
会
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

バランスが難しい一本橋渡り

終了後にはみんなで記念撮影♪

広域情報

今月のテーマは…
　この秋おすすめはこれ！

占冠村「紅葉を楽しもう！」

　山々が美しく色づくこの季

節、村立自然公園「赤岩青巌

峡」はまさに絶景！　

　エリア内には遊歩道があ

り、紅葉を楽しみながら散策

できます。ドライブがてら、

ぜひ見に来てください。

　そして、お帰りの際には、

「占冠湯の沢温泉　森の四

季」（拶悦２３１１）で疲れを癒し

ましょう！

問合せ　ＮＰＯ法人占冠・村

づくり観光協会　 拶曳８０１０

富良野市「市内酒販店限定！

『ロゼワイン』を特価販売」

　実りの秋と日ごろのご愛顧

に感謝し、富良野市内の酒販

店限定で「ふらのワインロゼ

（720ml）」を特別価格で販売

しています。10,000本限定と

なりますので、早めにお買い

求めください。

価格　1,029円（通常1,281円）

　　　※税込み価格

問合せ ふらのワイン工場

　　　　　　　　    拶鰻3242

中富良野町「秋の森林公園で

ウオーキング」　

　まちのシンボル「北星山」

にある森林公園のウオーキン

グコースを、紅葉を楽しみな

がら散策してみませんか?

恭エゾリスの道

恭ガンビの道

※どちらも距離1,680ｍ、所要

時間約25分のコースです

※ウオーキングマップ配布中

問合せ　中富良野町役場産業

建設課 　　　　   拶瑛2123

南富良野町「十梨別渓谷の紅

葉を見に来ませんか？」

　ナナカマドが赤く色づき、

緑とのコントラストが美しい

十梨別渓谷で大自然を満喫し

てみませんか。渓谷を横断す

る橋の上からの眺めがおすす

めの絶景ポイント！　さわや

かな秋のドライブにぜひお立

ち寄りください。（国道２３７号

線  金山市街に案内看板あり）

問合せ　南富良野町役場企画

課商工観光係   　 拶液2115



　「あれは何ていう星なんだろう…」

　夜空を見上げて、そんな疑問がふと

頭に浮かぶことはありませんか？

　NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に望遠鏡を使って月や天

王星、海王星を観察するほか、解説を

聞きながら秋の星座などを眺めます。

　中止の場合は１６時以降に連絡します。

日時　１１月１７日（火）   18:30～20:00

場所　上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員　25人（中学生以下は保護者同伴）

参加料　無料

申込期限　１１月１３日（金）　　

申込み・問合せ

　教育振興課社会教育班　拶盈5511

発行日　平成27年10月10日

発　行　上富良野町

編　集　町民生活課自治推進班

印　刷　（株）須田製版

ご意見・ご感想をお寄せください。

  参071‐0596

  北海道空知郡上富良野町

　　　　　　　大町２丁目２番11号

  拶0167盈6985　鯖0167盈5362

  メール : jichi@town.kamifurano.lg.jp

見上げれば…

　上は10月13日午後８時の上富良野の星空です。この時期、夜の８時には

東の空低くに「昴（すばる）」や「ヒアデス」が顔を出してきます。「すば

る」は古語で「自ら集まる」の意味で、平安時代に清少納言によって書か

れた「枕草子」では美しいものの代表としてその名前が出てくるほど、日

本人には古くからなじみのある星団です。アイヌ語では「アルワン・ノチ

ウ（怠け星）」と呼ばれています。３～４等星の星々が集まっている星団で

すが、肉眼では６～８個、双眼鏡では数十個の星々が集まっているのが見

えます。それほど明るくはありませんが意外と目立つため、世界のさまざ

まな地域でこの星々にちなんだ物語が作られているようです。

　すばるの下には「ヒアデス星団」。１等星アルデバランを持つ大きな星団

です。ギリシア神話では、ヒアデスは巨人アトラスとアイトラーの間に生

まれた７人姉妹で、プレアデスの７人姉妹とは異母姉妹の関係にあるとさ

れています。そこから北東の空に目を移すと、意外と目立つ五角形に気が

付くと思います。この付近が「ぎょしゃ座」。五角形の右肩に光る「カペ

ラ」は一番北側にあるため、北海道でも北の方（北緯４４度以北）の視界の開

けた場所では季節に関係なく見ることができる１等星です。

　「ぎょしゃ」は「戦車をあやつる人」の意味ですが、神話の時代のお話で

すから、戦車といっても馬で引っ張る戦いの道具のことです。ギリシア神

話では、足が不自由だったアテネの王エリクトニウスが不自由な足を補う

問合せ
　教育振興課社会教育班　拶盈5511

☆10月の上富良野の星空は…

夜夜空空をを
町へ
◎田中利幸さん　　　　　          20万円

◎青木紀八郎さん　　   　           ５万円

町立病院へ
◎出倉裕二さん（旭川市）              １万円

ラベンダーハイツへ
◎青木紀八郎さん　　   　           ３万円

社会福祉協議会へ
◎及川芳子さん　　　　　　       ２万円

◎菅野幸子さん　　　　              ５万円

◎旭川地方隊友会上富良野支部　  ２万円

◎村上隆司さん　　　　              ５万円

◎出倉裕二さん（旭川市）              ２万円

◎（株）上富農産　　　       　  小豆10Kg

◎青木紀八郎さん　　   　           ３万円

◎鳥谷部成子さん　　   　　　    ２万円

たくさんのご寄付
ありがとうございました

広報かみふらの ２０１5.１０　塊

「やっぱりこのまちが好きだから」は紙面の都合上、お休みしました。

1100月月のの天天体体観観望望会会11月の天体観望会

ために戦車を作ったとされています。

　さて「すばる」「カペラ」と聞くと車を

思い浮かべませんか!?　日本車の名前には

天体にかかわりのあるものがあります。

アルファード（星座の中で一番明るい星）、

コロナ（太陽を覆う高温のガス）、レグルス

（しし座の１等星）などがそうです。

カペラ

StellaNavigator Ver.9   鴎  1992-2013 AstroArts Inc.

９/26　十勝岳紅葉まつり。来場するだけで挑戦でき
る、空くじなしのお楽しみ抽選会。何が当たるかな!?

昴（
す
ば
る
）

東北北東東 東南東南東東東北東北東東 南南東東北北北北東東 南南南南東東 南

きりんきりん座座

くじらくじら座座

うおうお座座

ぎょしゃぎょしゃ座座

ペルセウスペルセウス座座

ペガサスペガサス座座

みずがめみずがめ座座

アンドロメダ大星雲

すばる

旨

旨

旨

ヒアデス旨

● 人のうごき ●
平成27年9月30日現在

(　)は前月比

住民登録

( －  6 )11,185人人口
( ±  0 )５,627人男
( －  6 ) ５,558人女
( ＋  2 )5,255世帯世帯

外国人住民 ※住民登録の内数

( －  1 )29人人口
( ±  0 )10人男
( －  1 )19人女
( －  1 )19世帯世帯
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